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関連記事：１４ページ 



広報おおいそ　平成22年（2010年）3月 2

　
現
在
、
郷
土
資
料
館
で
は
春
季
企

画
展
と
し
て
「
研
師
　
人
間
国
宝
　

永
山
光
幹
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

　
日
本
刀
は
研
師
に
よ
っ
て
研
磨
さ

れ
て
初
め
て
刀
工
の
個
性
が
引
き
出

さ
れ
、
さ
ら
に
刀
の
美
し
さ
が
生
ま

れ
ま
す
。 

　
町
在
住
の
永
山
光
幹
氏
は
、
平
成

10
年
に
日
本
刀
研
磨
に
お
け
る
そ
の

卓
越
し
た
貴
重
な
技
術
に
対
し
、
国

の
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者（
人
間

国
宝
）と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
永
山
氏
は
昭
和
９
年
に
14
歳
で
刀

剣
研
磨
の
名
家
・
本
阿
彌
光
遜
師
の

も
と
で
研
磨
修
業
に
入
り
、
や
が
て

本
阿
彌
家
免
許
皆
伝
と
し
て
日
本
刀

の
保
存
と
普
及
に
努
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 

　
明
治
期
以
降
、
本
来
の
武
器
と
し

て
の
日
本
刀
か
ら
、
美
術
工
芸
品
と

し
て
の
日
本
刀
へ
と
関
心
が
次
第
に

高
ま
り
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
生
活

様
式
が
大
き
く
変
容
す
る
社
会
の
な

か
で
、
将
来
に
わ
た
る
刀
剣
研
磨
技

術
と
日
本
刀
の
知
識
の
継
承
を
憂
慮

し
た
永
山
氏
は
、
従
来
の
徒
弟
制
度

と
は
異
な
る
研
師
養
成
の
場
と
し
て

平
塚
市
に
永
山
美
術
刀
剣
研
磨
研
修

所
を
開
設
し
、
数
多
く
の
子
弟
を
世

に
送
り
出
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ
も
、

で
き
る
だ
け
無
駄
を
省
き
、
科
学
的

で
合
理
的
な
技
術
の
習
得
と
継
承
を

目
指
し
、
研
ぎ
の
機
械
化
や
さ
ま
ざ

ま
な
道
具
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
る

な
ど
、
熱
い
情
熱
を
持
ち
続
け
た
開

拓
者
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
展
示
で
は
、
現
代
に
お
け
る
最
高

の
日
本
刀
研
磨
技
術
保
存
者
の
一
人

で
あ
り
、
広
く
刀
剣
界
の
発
展
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
永
山
氏
の
技
と
心
に

迫
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ

い
。 

〔
後
援
　
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文

化
振
興
協
会
〕 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
郷
土
資
料
館
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

2月23日（火）～ 
　4月4日（日） 

刀剣押形　 
押形とは刀の刃文を 
知るためのもので、 
永山氏による画期的 
な描写方法。 

▲正装して研ぎの作業を行なう永山氏（昭和50年頃） 

人間国宝 

永山光幹 

■会期中の休館日 
　３月１・２・８・15・23・29日 
　４月１日 

■研磨の実演 
　会期中の日曜・祝日に実演を行 
　います。（午前11時・午後２時） 
　ぜひお出かけください。 
　２月28日、３月７・14・21・22・28日、 
　４月４日 

と ぎ し 

郷土資料館 

旧吉田茂邸再建基金募集協力事業 
大磯町郷土資料館春季企画展 

▲
 

と
ぎ
　

し 

こ
う
か
ん 



　
町
で
は
、
「
町
長
と
語
り
合
う
集

い
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

◎
開
催
日 

　
４
月
21
日（
水
）午
後
７
時
〜 

◎
対
象
者 

保
健
・
福
祉
の
分
野
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
方 

◎
開
催
場
所 

　
役
場
３
階
公
室 

◎
募
集
人
数 

　
10
人 

◎
申
込
方
法
　 

電
話
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
に
よ
り
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
） 

 ◎
申
込
先
　 

〒
255
―
８
５
５
５ 

大
磯
町
東
小
磯
183 

大
磯
町
役
場
政
策
課 

　
☎
内
線
２
０
６ 

　
募 

集 

の 

内 

容 

　
大
磯
の
魅
力
を
満
載
に
盛
り
込
ん

だ
観
光
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し

ま
す
。 

　
「
大
磯
で
お
い
し
い
お
魚
が
食
べ

ら
れ
る
お
店
は
ど
こ
？
」、「
お
土
産

に
は
ど
ん
な
も
の
が
い
い
か
し
ら
？
」、

「
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
ど
ん
な
コ
ー
ス

が
あ
る
の
？
」、「
大
磯
海
水
浴
場
は

誰
が
開
い
た
の
？
」
な
ど
知
り
た
い

内
容
を
検
索
で
き
ま
す
。 

　
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
点
を

活
か
し
て
、〝
ま
さ
に
今
が
旬
〞
の
情

報
も
発
信
し
て
い
き
ま
す
。
「
ア
オ

バ
ト
は
照
ケ
崎
に
飛
来
し
て
い
る
？
」、

「
見
頃
の
花
は
な
に
？
」
な
ど
、
今

す
ぐ
に
で
も
大
磯
に
訪
れ
た
く
な
る
、

ま
ち
歩
き
を
し
て
み
た
く
な
る
よ
う

な
魅
力
満
載
で
す
。 

　
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
も
も
ち

ろ
ん
充
実
し
て
い
ま
す
。
「
な
ぎ
さ

の
祭
典
は
い
つ
？
」、「
左
義
長
は
い

つ
？
」、「
今
年
は
御
船
祭
の
山
車
は

曳
か
れ
る
の
？
」
な
ど
と
疑
問
に
思

っ
た
ら
、
「
い
そ
た
び
　
ど
っ
と
こ

む
」
に
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
あ
な
た
の
「
磯
た
び
」
の
サ
ポ
ー

ト
＆
ガ
イ
ド
に
き
っ
と
役
に
立
つ
と

思
い
ま
す
。
大
磯
の
新
・
再
発
見
が

き
っ
と
あ
り
ま
す
。 

 

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

　http://w
w
w
.isotabi.com

 
 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
観
光
推
進
室
　
☎
内
線
２
４
８ 

▲農業従事者の方と語り合うようす 
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観光ホームページが 3月20日 

新規オープン!!

http:// www.isotabi.com

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画（
後
期
） 

　
　
素
案
に
対
す
る
意
見
を
募
集
!!
 

　
町
で
は
、
平
成
17
年
３
月
に
前
期

計
画
を
策
定
し
、
少
子
化
に
対
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。 

　
そ
の
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
や
子

育
て
支
援
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間
の
後

期
計
画
を
策
定
し
ま
す
。 

 

《
基
本
目
標
》 

・
身
近
な
場
所
で
子
育
て
支
援
を

受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

・
子
ど
も
と
親
に
と
っ
て
安
全
・

安
心
な
ま
ち
を
め
ざ
し
て 

・
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
い
き

い
き
と
成
長
で
き
る
ま
ち
を
め

ざ
し
て 

・
職
業
生
活
と
子
育
て
の
両
立
を

め
ざ
し
て 

・
心
配
り
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち

へ
の
き
め
細
か
な
取
り
組
み
を

め
ざ
し
て 

  

  

　
よ
り
よ
い
計
画
策
定
の
た
め
、
皆

様
の
ご
意
見
を
募
り
ま
す
。
皆
様
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
計
画
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
個
別
の

回
答
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く

だ
さ
い
。 

▼
応
募
方
法 

　
氏
名
、
連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、

あ
な
た
の
意
見
を
ご
記
入
く
だ
さ

い
。
様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。 

　
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
募
集
期
限 

　
３
月
10
日（
水
） 

▼
提
出
先 

○
郵
便
　
〒
255
―
８
５
５
５
大
磯
町

東
小
磯
183
　
大
磯
町
役
場
子
ど
も

育
成
課
子
育
て
支
援
室 

○
Ｆ
Ａ
Ｘ（
61
）１
９
９
１ 

○
メ
ー
ル
　k

osod
ate@

tow
n
. 

　
　
　
　
　
　oiso.k

an
ag
aw
a.jp
 

▼
素
案
の
閲
覧 

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
町
役
場

１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
国
府
支
所
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
子
育
て
支
援
室
　
☎
内
線
３
１
７ 

皆
様
の
ご
意
見
を 

　
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い 
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平
成
22
年
度
の
在
宅
障
害
者
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
券
を
発
行
し
ま
す
。 

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
又
は
保
険
福
祉
課
で
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

制
度
及
び
、
自
動
車
税
の
減
免
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
（
施
設
入
所

者
は
除
く
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方 

○
身
体
障
害
者
手
帳（
上
肢
・
下
肢
・

体
幹
・
視
覚
障
害
・
内
部
障
害
）

１
・
２
級 

※
じ
ん
臓
機
能
障
害
１
級（
人
工
透

析
対
象
者
）の
方
に
は
最
大
72
枚

ま
で
発
行
し
ま
す
。 

○
療
育
手
帳（
Ａ
１
・
Ａ
２
）を
お
持

ち
の
方
、
ま
た
は
知
能
指
数
35
以

下
と
判
断
さ
れ
た
方 

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級 

○
特
定
疾
患
医
療
証
を
お
持
ち
の
方 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

　
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
特

定
疾
患
医
療
証
、
印
鑑 

▼
利
用
開
始
　
４
月
１
日（
木
）か
ら 

▼
申
請
受
付
　
３
月
26
日（
金
）か
ら 

▼
発
行
場
所
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
保
険
福
祉
課 

　
４
月
１
日
か
ら
自
立
支
援
医
療
の

対
象
に
「
肝
臓
移
植
術
後
の
抗
免
疫

療
法
」
が
加
わ
り
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。 

 

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の 

①
診
断
書
・
意
見
書（
指
定
医
作
成

の
も
の
）
②
顔
写
真
１
枚（
縦
４

㎝
、
横
３
㎝
。上
半
身
・
正
面
・

脱
帽
で
、
１
年
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
。）
③
印
鑑 

　
肝
臓
機
能
障
害
が
重
症
化
し
て
回

復
困
難
と
な
っ
た
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
主
治
医
等
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 
▼
受
付
開
始
日
＝
２
月
１
日（
月
） 

▼
手
帳
の
交
付
開
始
は
４
月
か
ら 

▼
必
要
書
類
＝
①
身
体
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
指
定
を
受
け
た
医
師
が

作
成
し
た
身
体
障
害
者
診
断
書
②

顔
写
真
１
枚（
縦
４
㎝
、
横
３
㎝
。

上
半
身
・
正
面
・
脱
帽
で
、
１
年

以
内
に
撮
影
し
た
も
の
。
ス
ナ
ッ

プ
・
集
合
写
真
の
切
り
抜
き
等
は

不
可
） 

▼
申
請
方
法
＝
必
要
書
類
を
持
参
し
、

障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
保
健

セ
ン
タ
ー
保
険
福
祉
課
ま
で 

〜
4
月
か
ら
の
制
度
に
つ
い
て
〜 

肝
臓
移
植
術
後
の
抗
免
疫
療
法
が 

自
立
支
援
医
療
（
更
生
医
療
）
に
加
わ
り
ま
す 

在
宅
障
害
者 

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
を
発
行 

肝機能障害の方へ 

新たに 

身体障害者手帳を 

交付します!

◎
問
い
合
わ
せ
　
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
☎
（
73
）４
５
３
０ 

　
現
在
、
火
曜
日
・
木
曜
日
に
窓
口
業
務
の
延
長
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

３
月
末
か
ら
４
月
初
旬
の
次
の
期
間
、
臨
時
に
土
曜
日
・
日
曜
日
に
窓
口

を
利
用
で
き
ま
す
。 

 

▼
利
用
で
き
る
日
時 

　
３
月
27
日（
土
）・
28
日（
日
） 

　
４
月
３
日（
土
）・
４
月
４
日（
日
） 

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

▼
取
扱
窓
口 

　
役
場
本
庁
舎
１
階 

　
町
民
課
・
保
険
福
祉
課
・
会
計
課 

▼
取
扱
業
務
　
表
の
と
お
り
。 

　
た
だ
し
、
他
の
関
係
機
関
へ
照
会

を
要
す
る
も
の
な
ど
、
内
容
に
よ
っ

て
は
手
続
き
が
完
了
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
点
な
ど

は
あ
ら
か
じ
め
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

※
町
税
等
を
納
付
に
来
庁
さ
れ
る
時

は
、
必
ず
納
付
書
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。 

　
国
税（
所
得
税
等
）県
税（
自
動
車

税
）は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。 

※
国
府
支
所
の
土
曜
日
の
窓
口
業
務

３
月
27
日
（
土
）
及
び
４
月
３
日

（
土
）午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
の

窓
口
業
務
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住

民
票
・
印
鑑
証
明
書
の
発
行
の
み

を
行
い
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
町
民
課
　
☎
内
線
２
７
１
〜
２
７
３ 

・
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
２
７
５ 

・
会
計
課
　
☎
内
線
２
７
７ 

3
月
末
・

月
末
・
4
月
初
旬

月
初
旬 

3
月
末
・

月
末
・
4
月
初
旬

月
初
旬 

3
月
末
・
4
月
初
旬 

取　扱　業　務 担当課 

土
曜
日
・
日
曜
日
に 

　
　
窓
口
を
利
用
で
き
ま
す
。 

土
曜
日
・
日
曜
日
に 

　
　
窓
口
を
利
用
で
き
ま
す
。 

土
曜
日
・
日
曜
日
に 

　
　
窓
口
を
利
用
で
き
ま
す
。 

○住民税、固定資産税、軽自動車税、 
　国民健康保険税などの納付 

証明書等 
交付 

○住民票の写し、印鑑証明書 
○戸籍謄（抄）本の写し 

○国民健康保険業務 

申請・届出 
など 

○住民異動届（転入、転出、転居など）、 
　印鑑登録、戸籍届（受領のみの場合あり） 

町民課 
 

会計課 

保険福祉課 

税金などの 
納付 
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日
赤
大
磯
町
分
区
で
は
、
国
府
保
育
園
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。 

　
万
が
一
、
園
児
、
保
護
者
、
来
園
者
が
心
肺
停
止

状
態
に
な
っ
た
場
合
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、

対
処
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
　
日
赤
大
磯
町
分
区 

　（
保
険
福
祉
課
内
）　
☎
内
線
３
１
５ 

　
小
幡
ト
ミ
さ
ん
、
眞
壁
ツ
ヤ
さ
ん
が
１
月
に
、
岡

田
絢
子
さ
ん
が
２
月
に
、
満
百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
か
ら
も
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
元
気
に
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
６ 

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

介
護
予
防
は
…  

 
６５
歳
以
上
の 

皆
さ
ん
へ 

３月下旬に「おげんきチェック25」（運動器機能や栄養状態、口腔 
機能など日々の生活機能全般についての簡単な質問票）が届きます。 
 

返送された「おげんきチェック25」から、町で確認後、 

受診の必要はありません。　 
「おげんきチェック」の 
結果と介護予防に関する 
情報をお送りします。 

「介護予防健診」受診券を５月下 
旬に送付します。健診の内容は、 
問診・身体測定・診察・血液検査 
心電図検査など（無料）です。 

健診の結果、機能低下が認められ、介護予防の取り組みが必要な方 
には、町や地域包括支援センターから連絡（電話・訪問など）があり、 
介護予防のための取り組みについてのご案内があります。 

届いた「おげんきチェック25」の質問に回答し、町へ返送していた 
だきます。（４月30日までに返送をお願いします。） 

歳 

百 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

〜｢

お
げ
ん
き
チ
ェ
ッ
ク
25
」
で
毎
年
確
認
し
、
一
歩
先
い
く
介
護
予
防
を
!!
〜 

　
心
身
の
衰
え（
老
化
）は
知
ら
ず
知
ら

ず
忍
び
寄
っ
て
き
ま
す
。
年
を
と
っ
た

ら
老
化（
機
能
低
下
）は
仕
方
な
い
と
あ

き
ら
め
て
は
い
ま
せ
ん
か
？
介
護
要
ら

ず
で
、
で
き
る
だ
け
長
い
期
間
、
自
分

ら
し
く
生
活
す
る
た
め
に
は
今
の
自
分

の
状
況
を
知
り
、
機
能
低
下
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　
毎
年
65
歳
以
上
の
方
へ
お
送
り
す
る

「
お
げ
ん
き
チ
ェ
ッ
ク
25
」
に
よ
り
機

能
低
下（
老
化
）を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
今
後

介
護
が
必
要
の
お
そ
れ
が
あ
る
方
へ
、

「
介
護
予
防
健
診
」
と
心
も
体
も
若
返

る
「
介
護
予
防
事
業
」
の
ご
案
内
を

し
て
い
ま
す
。
今
年
も
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、「
お
げ
ん
き
チ
ェ
ッ
ク
25
」

で
「
お
元
気
」
と
確
認
さ
れ
た
方
へ
も

介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。 

《
対
象
》 

　
65
歳
以
上
の
町
在
住
で
、
介
護
保
険

の
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
な
い
方  

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
保
険
福
祉
課
　
☎
内
線
３
１
５ 

「おげんきチェック２５」の流れ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

「機能低下のおそれなし」の方 「機能低下のおそれあり」の方 

小
幡 

ト
ミ 

さ
ん（
高
麗
） 

眞
壁 

ツ
ヤ 

さ
ん（
大
磯
） 

岡
田 

絢
子 

さ
ん（
西
小
磯
） 
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○
予
約
手
順 

①
利
用
者
登
録 

※
年
１
回
の
登
録
で
各
施
設
の
利
用

が
可
能
と
な
り
ま
す 

②
施
設
共
通
利
用
券
を
購
入（
利
用

申
請
書
に
貼
付
・
４
月
１
日
か
ら

販
売
） 

※
販
売
場
所
：
大
磯
町
役
場
、
国
府

支
所
、
横
溝
千
鶴
子
記
念
障
害
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
、
郷
土
資

料
館 

※
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
さ
ざ
れ
石
の
使

用
料
は
現
金
で
の
お
支
払
い
と
な

り
ま
す
。 

③
利
用
申
請
書
の
提
出 

※
各
利
用
施
設
窓
口
へ（
武
道
館
は

ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
へ
提
出
） 

※
申
込
み
重
複
の
場
合
は
抽
選 

④
施
設
利
用 

 

○
予
約
開
始
日
　 

　
町
内
の
団
体
等
は
利
用
月
の
２
ヶ 

月
前
、
町
外
の
団
体
等
は
１
ヶ
月
前 

か
ら
予
約
受
付
開
始
と
な
り
ま
す
。 

　
公
共
施
設
の
有
効
活
用
と
町
民
の
方
々
へ
の

利
用
促
進
を
図
る
た
め
に
、
使
用
料
金
と
予
約

方
法
な
ど
を
全
体
的
に
見
直
し
ま
し
た
。 

　
今
ま
で
利
用
で
き
な
か
っ
た
施
設
の
積
極
的

な
開
放
に
よ
り
、
町
民
の
方
々
の
効
果
的
な
利

活
用
を
図
る
も
の
で
す
。
施
設
の
新
た
な
料
金

設
定
や
料
金
の
値
上
げ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

施
設
の
維
持
管
理
や
改
修
な
ど
に
活
用
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

　
各
施
設
の
料
金
は
表
の
と
お
り
で
す
。 

 

※
施
設
ご
と
に
減
免
基
準
を
設
け
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
休
館
日
・
予
約
方
法
な

ど
の
詳
細
は
、
各
施
設
ま
た
は
担
当
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

公 

共 

施 

設 

料 

金 
６
月
か
ら 

が
変
わ
り
ま
す 

の 

〜
料
金
・
予
約
方
法
の
改
定
〜 

予
約
方
法
が 

　
変
わ
り
ま
す 

　
　
　
　
（
６
月
利
用
分
か
ら
） 

～６月１日からの料金設定～ 

世代交流センター・さざんか荘 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

１，０００円 

４００円 

４００円 

４００円 

１，６００円 

９時～１７時 

・保険福祉課　☎内線３０２　・世代交流センター　☎（７１）３６５０ 

大集会室 

第１娯楽室 

第２娯楽室 

会議室 

岩田孝八記念室内競技場 

５００円 

２００円 

２００円 

２００円 

８００円 

 問 

福祉センター・さざれ石 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

４００円 

４００円 

１，０００円 

９時～１７時 
（火曜は２１時まで） 

・保険福祉課　☎内線３０２　・福祉センター　☎（６１）６２６２ 

第１相談室 

第２相談室 

レクリエーション室 

２００円 

２００円 

５００円 

問 

横溝千鶴子記念障害福祉センター 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

４００円 

４００円 

１，０００円 

９時～１７時 

　障害福祉センター　☎（７３）４５３０ 

会議室１ 

会議室２ 

デイルーム 

２００円 

２００円 

５００円 

問 

生涯学習館 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

１，０００円 

１，０００円 

６００円 

９時～２１時 

・生涯学習課　☎内線３２３　・生涯学習館　☎（６１）０６７６ 

研修室（１階） 

集会室（２階） 

講習室（別棟） 

５００円 

５００円 

３００円 

問 

郷土資料館 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

１，０００円 ９時～１７時 

　郷土資料館　☎（６１）４７００ 

研修室 ５００円 

５００円 ４００円 ３００円 

問 

ふれあい会館（料金改定なし） 

施 設 名 
１時間あたりの料金 
１２時～１７時 １７時～２１時 

 
 

３００円 

 
 

２００円 

 
 

２００円 

・保険福祉課　☎内線３０２　・ふれあい会館　☎（６１）２１８８ 

大集会室 

教養娯楽室（和室） 
第一集会室 
第二集会室 
第三集会室（和室） 

９時～１２時 

問 
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▲四季おりおりの自然と 
触れ合える園内　　 

　
キ
ャ
ン
パ
ス
内
施
設
の
整
備
工
事
の
た
め
閉
園
し

て
い
ま
し
た
「
万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
」
の
開
園
を
再

開
し
ま
す
。 

　
寒
い
な
が
ら
も
日
増
し
に
日
差
し
が
心
地
よ
く
感

じ
ら
れ
る
早
春
の
「
万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
」
を
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。 

 

○
利
用
で
き
る
施
設
等
　
園
内
の
散

策
、
食
堂
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
。

会
議
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
要
予
約

（
駐
車
場
有
り
） 

○
開
放
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で 

○
休
園
日
　
年
末
年
始 

○
入
園
時
の
手
続
き 

　
管
理
室
で「
ビ
ジ
タ
ー
カ
ー
ド
」に

ご
記
入
の
上
、
名
札
の
着
用
を
お

願
い
し
ま
す
。
ご
希
望
の
方
に
は

登
録
カ
ー
ド
を
発
行
し
、
次
回
か

ら
の
入
園
が
簡
単
に
な
り
ま
す
。 

※
団
体
利
用
や
時
間
外
利
用
の
場
合

は
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
　 

○
そ
の
他
の
留
意
事
項 

・
ペ
ッ
ト
同
伴
の
場
合
は
、
必
ず
リ

ー
ド
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

・
安
全
管
理
上
、
学
校
施
設
へ
の
入

館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

・
ゴ
ミ
は
必
ず
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
園
内
は
禁
煙
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

・
施
設
整
備
や
園
内
管
理
の
た
め
、

臨
時
閉
園
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
星
槎

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。 

※
ア
ク
セ
ス
道
路
は
大
変
狭
く
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
住
宅
地
を
通
行

す
る
際
に
は
十
分
に
ス
ピ
ー
ド
を

落
と
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

◎
万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森 

　
整
備
活
用
事
業 

　「
万
台
こ
ゆ
る
ぎ
の
森
基
本
計
画
」

を
民
間
の
力
を
借
り
て
、
実
現
を
目

指
す
事
業
で
す
。 

　
学
校
法
人
国
際
学
園
に
よ
る
星
槎

大
学
通
信
制
課
程（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）

や
星
槎
中
学
校
湘
南
分
教
室
の
開
校

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
町
民
の
方
々
を

対
象
と
し
た
各
種
公
開
講
座
や
交
流

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
も
多
数
開
催
さ
れ
、

多
く
の
町
民
の
方
々
に
ご
参
加
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
万
台

こ
ゆ
る
ぎ
の
森
の
豊
か
な
自
然
を
保

全
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
や
町
民

の
方
々
の
た
め
に
様
々
な
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
、
総
合
学
習
・
体
験
学

習
、
公
開
講
座
な
ど
を
提
供
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

・
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
９ 

・
学
校
法
人
　
国
際
学
園 

　
☎
０
４
６
３（
71
）６
０
４
７ 

万台こゆるぎの森 

図書館（料金改定） 

施 設 名 利用可能時間 

９時～１９時 
（土日祝は１７時まで） 

　図書館　☎（６１）３００２ 

会議室 

小会議室  

和室 

展示コーナー 

施 設 名 利用可能時間 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

１，０００円 

６００円 

６００円 

４，０００円（1日） 

９時～１９時 
（土日祝は１７時まで） 

利用可能 
時間 

８時～ 

　２２時 

会議室 

小会議室  

和室 

展示コーナー 

５００円 

３００円 

３００円 

２，０００円（1日） 

問 

１時間あた 
りの料金　 

２００円 

２００円 

２００円 

２００円 

武道館（料金改定） 

施 設 名 利用時間 
１回あたりの料金 
町　内 町　外 

１，０００円 

１，２００円 

２，２００円 

８時～１７時 

 １７時～２２時 

８時～２２時 

　スポーツ健康課　☎内線３２４ 

 

武道館 
柔道場 

剣道場 

５００円 

７００円 

１，２００円 

問 

新料金 

施設名 区　分 
１時間あたりの料金 
町　内 町　外 

４００円 

１，０００円 

４００円 

１，０００円 

武道に使用 

武道以外に使用 

武道に使用 

武道以外に使用 

２００円 

５００円 

２００円 

５００円 

新料金 

旧料金 

旧料金 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
各
施
設
ま
た
は 

　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
５ 

星槎湘南大磯キャンパス 
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内　　容 

◇原動機付自転車（１２５cc以下）等の廃車手続き 

○使用しなくなったとき 
○他人に車を譲るとき 
○町外に転出するとき 

○盗難にあったとき 

・所有者の印鑑 
・交付を受けた標識 
　（ナンバープレート） 
・標識交付証明書 

○紛失してしまったとき ・所有者の印鑑 
・標識交付証明書 

・「紛失してしまったとき」 
　と同じ 

・警察に届け出をした受理番 
　号、届出日、届出警察署名 

必要なもの 

※標識（ナンバープレート）紛失の場合は、弁償金として 
　２００円いただきます。 

　
確
定
申
告
と
町
・
県
民
税
の
申
告

期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
。 

　
申
告
を
済
ま
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
確
定
申
告
は
税
務
署
の
会
場
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、
簡
易
な
も
の

に
つ
い
て
は
役
場
で
も
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

      

◎
問
い
合
わ
せ 

　
税
務
課
　
☎
内
線
２
５
４ 

◎
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課 

　
☎
内
線
２
５
３
・
２
５
４ 

▼
減
免
対
象 

　
軽
自
動
車
税
の
対
象
の
う
ち
、
電

気
を
動
力
源
と
す
る
も
の 

▼
減
免
期
間 

　
平
成
22
年
度
か
ら
４
年 

▼
減
免
額 

　
軽
自
動
車
税
の
全
額 

▼
減
免
手
続
き 

　
所
定
の
申
請
書
、
車
検
証
の
写

し
、
納
付
書
を
納
付
期
限
の
１
週
間

前
ま
で
に
役
場
税
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

※
軽
自
動
車
税（
バ
イ
ク
や
軽
自
動

車
を
所
有
し
て
い
る
方
に
か
か
る

税
金
）は
、
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
、
５
月
上
旬
に

納
税
通
知
書
を
発
送
い
た
し
ま
す
。 

　
町
で
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
、

環
境
性
能
に
優
れ
た
電
気
自
動
車
の

普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
電

気
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
の
減
免
措

置
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

3
月
１５
日
ま
で
!!
 

所
得
税
と
町
・
県
民
税
の
申
告
は
、 

申 

告 

内 

容 
税務署が開設する申告会場 

申告会場の案内 

すべての確定申告 

平塚駅ビル６階ラスカホール 

町が開設する申告会場 

場
　
所 

受 

付 

期 

間 

時
　
間 

３月２５日（木）まで 
（土・日・祝日を除く） 

・申告書作成のアドバイス 
　午前 9時～午後 5時 
 

・申告書等の配布・収受 
　午前 8時30分～午後 5時 

町県民税申告、簡易な確定申告 

役場４階　第１会議室 

３月１５日（月）まで 
（土・日を除く） 

・申告書作成のアドバイス 
・申告書の提出のみ 
　（相談・確認不要の方） 
　午前 9時～11時45分 
　午後 1時～ 4時　 

（所得税の申告・納付期限は３月15日 
　（月）です。） 

※所得税の住宅借入金等特別控除、 
　各種譲渡所得、繰越損失、青色申 
　告等の方は税務署会場で申告して 
　ください。 

※ラスカホールでの受付期間中、税 
　務署内での受付は行いません。 
 

電
気
自
動
車
の
軽
自
動
車
税
を
減
免 

エ
コ
の
ま
ち
・
大
磯
を
目
指
し
て 

◎問い合わせ　税務課　☎内線253・254 ▲大磯一周駅伝大会の先導車として 
使用した電気自動車　　　　　 

　既にバイク等を所有していない場合は、廃車や名
義変更等の手続きを３月末日までに行わないと、引
き続き所有していることになり課税されます。 
　なお、原動機付自転車（125CC以下）の手続きは町
役場で行えますが、その他の軽自動車等は次の場所
で手続きを行ってください。 
　三輪・四輪（660CC以下） 
　軽自動車検査協会　☎（54）8825 
　二輪（125CCを超えるもの） 
　湘南自動車検査登録事務所　☎050（5540）2038

バイクや軽自動車の 
廃車等の手続きは 
お済ですか？ 

確定 
申告 町・県 

民税 



　
平
成
21
年
度
共
済
事
業
の
助

成
・
還
元
に
よ
り
、
消
防
本
部

に
消
防
車
両
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
車
両
は
、
軽
自
動
車
ワ

ン
ボ
ッ
ク
ス
型
四
輪
駆
動
車
で

防
災
訓
練
や
各
種
講
習
会
及
び

消
防
職
団
員
の
教
育
研
修
等
に

活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
こ
の
車
両
配
備
に
よ

り
救
急
自
動
車
が
進
入
困
難
な

急
傾
斜
地
等
で
の
救
急
活
動
の

支
援
が
可
能
と
な
り
、
迅
速
か

つ
円
滑
な
救
急
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
現
在
配
備
さ
れ
て

い
る
軽
ト
ラ
ッ
ク
型
の
消
防
車

両
に
山
林
火
災
等
の
資
器
材
を

常
時
積
載
し
、
山
林
火
災
に
対

し
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
消
防
署
で
は
、
こ
れ
か
ら
も

積
極
的
な
防
災
活
動
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
署
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 
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国府分署消防ポンプ車を更新 

消
え
る
ま
で
　 

　
ゆ
っ
く
り
火
の
元 

　
　
に
ら
め
っ
子 

　
こ
れ
か
ら
春
先
に
か
け
て
の
時
季

は
空
気
が
乾
燥
し
、
強
い
風
が
吹
く

日
が
多
く
な
り
、
い
っ
た
ん
火
災
が

発
生
し
ま
す
と
、
大
き
な
火
災
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
運
動
は
、
「
消
え
る
ま
で
　

ゆ
っ
く
り
火
の
元
　
に
ら
め
っ
子
」

を
標
語
に
、
火
災
予
防
の
意
識
を
再

認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り
、
火

災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故
や

財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に

全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
火
災
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に
、

日
頃
か
ら
家
庭
、
地
域
、
職
場
等
に

お
い
て
火
災
予
防
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。 

  《
住
宅
防
火
　
い
の
ち
を
守
る 

　
　
　
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
》 

 

①
　
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。 

②
　
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
は
な
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。 

③
　
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離

れ
る
と
き
は
、必
ず
火
を
消
す
。 

④
　
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。 

⑤
　
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か

ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。 

⑥
　
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た

め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。 

⑦
　
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な

人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
消
防
総
務
課
　
☎
（
61
）０
９
１
１ 

3
月
1
日（
月
）〜
7
日（
日
）ま
で 

　
町
で
は
、
地
域
の
児
童
の
安
全
・

安
心
を
図
る
た
め
、
試
行
的
に
小
学

生
の
下
校
時
刻
に
合
わ
せ
て
、
防
災

無
線
で
防
犯
及
び
事
故
防
止
の
た
め

の
啓
発
放
送
を
行
い
ま
す
の
で
、
地

域
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。 

▼
放
送
内
容 

「
こ
ち
ら
は
大
磯
町
で
す
。

ま
も
な
く
小
学
校
の
下
校

時
刻
と
な
り
ま
す
の
で
、

子
供
達
の
安
全
を
地
域
ぐ

る
み
で
守
り
ま
し
ょ
う
。」 

 

防
災
無
線
で
児
童
の
安
全
を 

　
呼
び
か
け
し
ま
す 

放送日 
３月３日（水） 
　　１０日（水） 

放送時刻 
午後２時４５分 

　本年１月に消防署国府分署の消
防ポンプ自動車を更新しました。 
　600㍑の水を積載し、消火薬液
と水を混合させる装置も装備し、
少ない水で効率的に消火する事が
出来ます。 
　これからも、日々複雑多様化す
る様々な災害に対応できるよう訓練を重ねてまいります。 

◎問い合わせ　消防署　☎（61）0911

◎
問
い
合
わ
せ
　
防
災
対
策
室 

　
☎
内
線
２
４
１ 

財
団
法
人
日
本
消
防
協
会
か
ら 

防
災
活
動
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。 



〜
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
を
進
め
る
に
は
、
み
な
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。〜 

　
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
は
町
の
重
要
課
題
で
す
。
昨
年
10
月
か
ら
各
地
区
に
お
い
て
「
ご
み
減

量
化
・
資
源
化
等
に
関
す
る
説
明
会
」
を
開
催
し
、
減
量
化
・
資
源
化
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。 

　
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
ご
み
の
減
量
化
、
資
源
化
は
で
き
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
分

別
を
徹
底
す
る
こ
と
で
資
源
化
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

生
ご
み
は
必
ず
水
切
り
を 

 

　
可
燃
ご
み
の
約
半
分
は
水
分
で
す
。

水
分
が
多
い
と
ご
み
が
重
く
な
り
、

悪
臭
が
発
生
し
、
猫
や
カ
ラ
ス
の
被

害
を
多
く
し
ま
す
。
台
所
で
出
る
生

ご
み
を
そ
の
ま
ま
ご
み
に
出
す
の
で

は
な
く
、
水
き
り
ネ
ッ
ト
な
ど
を
使

用
し
て
「
ギ
ュ
ッ
」
と
水
を
ひ
と
絞

り
し
て
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。 

               

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は 

汚
れ
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い 

 

　
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
は
、
収
集
さ
れ
た
後
、
固

型
燃
料
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
汚
れ
が
あ
る
と
リ
サ
イ
ク
ル
で
き

ず
に
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
出
す
と
き

に
は
、
食
品
な
ど
の
汚
れ
は
水
な
ど

で
軽
く
落
と
し
て
か
ら
お
出
し
く
だ

さ
い
。 

　
汚
れ
の
落
ち
に
く
い
、
調
味
料
な

ど
の
小
袋
な
ど
は
、
燃
せ
る
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。 

  

古
紙
の
分
別
排
出
の
お
願
い 

 

　
紙
ご
み
は
、
新
聞
紙
、
雑
誌
等
、

段
ボ
ー
ル
、
牛
乳
パ
ッ
ク
に
そ
れ
ぞ

れ
分
別
し
て
収
集
日
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。 

　
燃
せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
し
ま

う
と
焼
却
さ
れ
、
た
だ
の
ご
み
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
資
源
物
と
し
て

出
せ
ば
、
焼
却
ご
み
の
減
量
と
資
源

化
に
役
立
ち
ま
す
。 
                     

雑
紙
は
資
源
ご
み
と
し
て 

出
し
て
く
だ
さ
い 
 

　
雑
紙
と
い
う
言
葉
は
聴
き
な
れ
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
名
刺
サ
イ

ズ
よ
り
大
き
な
紙
類（
葉
書
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
包
装
紙
、
ト
イ
レ

ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
食
品
ラ
ッ
プ
な
ど

の
芯
、
お
菓
子
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
箱
な
ど
）は
、
燃
せ
る
ご
み
で
な

く
資
源
ご
み
と
し
て
お
出
し
く
だ
さ

い
。 

　
こ
れ
ら
の
雑
紙
も
資
源
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
可
能
で
す
。
つ
ぶ
し
て
紙

袋
に
入
れ
る
な
ど
し
て
集
積
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。 

           

古
布
は
濡
れ
る
と 

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
ま
せ
ん 

 

　
古
布
は
、
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
し
て
い
ま
す
。
再
び
衣
料
と
し
て

使
用
さ
れ
た
り
、
工
場
な
ど
で
汚
れ

を
拭
き
取
る
ウ
エ
ス（
雑
巾
）と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
濡
れ
て
し
ま
っ
た
り
汚
れ
て
し
ま

う
と
ご
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
収
集
日
が
雨
の
日
は
、
な
る
べ
く

次
の
収
集
日
に
出
す
な
ど
の
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で 

ご
み
を
減
ら
そ
う 

 

　
レ
ジ
袋
は
１
人
が
１
年
間
で
300
枚

使
用
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
買

い
物
の
と
き
に
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

し
て
レ
ジ
袋
を
も
ら
わ
ず
に
ご
み
減

量
化
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

       

別
刷
り
の
チ
ラ
シ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い 

 

　
別
刷
り
で
、
「
粗
大
ご
み
の
処
理

方
法
」、「
家
電
４
品
目
の
出
し
方
」

の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
ま
し
た
。 

　
町
に
よ
く
問
い
合
わ
せ
の
あ
る
内

容
で
す
。
ご
覧
に
な
り
、
ご
み
を
出

す
と
き
の
参
考
と
し
て
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 

古紙はリサイクルされ、生まれ変わります。 
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リ
サ
イ
ク
ル 



  

　
「
バ
イ
オ
マ
ス
」
は
動
植
物
か
ら

生
ま
れ
た
再
生
可
能
な
有
機
資
源
で

す
。
代
表
的
な
も
の
に
、
家
畜
排
せ

つ
物
や
生
ご
み
、
木
く
ず
、
も
み
殻

な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

○
廃
棄
物
系
バ
イ
オ
マ
ス 

　
生
ご
み
（
一
般
廃
棄
物
） 

　
廃
食
用
油 

　
紙
ご
み 

　
剪
定
枝 

　
し
尿
汚
泥 

　
家
畜
排
せ
つ
物 

○
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス 

　
農
業
廃
棄
物（
稲
わ
ら
、
野
菜
未

利
用
部
な
ど
） 

　
漁
業
廃
棄
物（
魚
の
あ
ら
な
ど
） 

  

　
域
内
に
お
い
て
、
広
く
地
域
の
関

係
者
の
連
携
の
下
、
バ
イ
オ
マ
ス
の

発
生
か
ら
利
用
ま
で
が
効
率
的
な
プ

ロ
セ
ス
で
結
ば
れ
た
総
合
的
利
活
用

シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
、
安
定
的
か

つ
適
正
な
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
が
行

わ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
今
後
行

わ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
地
域
の

こ
と
で
す
。 

  

　
市
町
村
が
中
心
と
な
っ
て
、
地
域

の
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
の
全
体
プ
ラ
ン

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
を
作

成
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
ま
す
。 

　
構
想
に
基
づ
く
事
業
の
実
施
に
は

国
か
ら
の
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

  

　
町
で
は
、ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

を
進
め
る
た
め
、
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン

構
想
の
策
定
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
た
び
構
想
が
ま
と
ま
り
、

本
年
１
月
29
日
に
農
林
水
産
省
に
よ

り
公
表
さ
れ
ま
し
た
。
神
奈
川
県
内

で
は
、
三
浦
市
が
平
成
17
年
３
月
に

構
想
を
策
定
し
て
お
り
、
県
内
で
２

番
目
の
構
想
策
定
と
な
り
ま
し
た
。 

　
今
回
の
公
表
に
よ
り
、
全
国
で
224

地
区
、
225
市
町
村
で
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
が
策
定
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。 

　
本
構
想
で
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
と
し

て
、
生
ご
み
、
廃
食
用
油
、
紙
ご
み
、

剪
定
枝
、
し
尿
汚
泥
、
家
畜
排
せ
つ

物
、
農
漁
業
廃
棄
物
の
利
活
用
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

  

　
本
構
想
で
の
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活

用
は
、
民
間
活
用
も
検
討
し
て
お

り
、
今
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
、

循
環
型
社
会
の
形
成
、
地
域
産
業
の

連
携
と
新
た
な
産
業
創
出
な
ど
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
本
構
想
に
基
づ
き
、
民
間

事
業
者
が
事
業
を
行
う
場
合
に
も
国

か
ら
の
交
付
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

 

　
本
構
想
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
公
表
し
て
お
り
ま
す
。 

http://w
w
w
.tow
n.oiso.kanagaw

a. 

jp/kurashi/kannkyou_eisei/ 
biom

asstow
n.htm

l 

　
詳
し
く
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

の
た
め
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。 

http://w
w
w
.biom

ass-hq.jp/ 
biom

asstow
n/index.htm

l 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 
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環
境
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
ご

み
の
減
量
化
・
資
源
化
は
大
変
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
な
ぜ
、
ご
み
の
減
量
化
が
必
要

な
の
か
」、「
資
源
化
の
重
要
性
は
何

か
」
な
ど
い
っ
し
ょ
に
考
え
ま
せ
ん

か
。 

　
ま
た
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ご

み
処
理
広
域
化
の
方
向
な
ど
も
考
え

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

 

▼
と
き
　
３
月
23
日（
火
） 

　
13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
平
塚
市
中
央
公
民
館 

▼
内
容
　 

・
ご
み
減
量
化
に
関
す
る
講
演
会 

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
そ
の
他 

　
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
主
催
　
１
市
１
町
ご
み
処
理
広
域

化
推
進
会
議 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
３
５
９ 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
が
国（
農
林
水
産
省
）よ
り
公
表
さ
れ
ま
し
た 

バ
イ
オ
マ
ス
と
は 

民
間
活
用 

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
と
は 

大
磯
町
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想 

ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の
？ 



（年度） H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

105 

104 

103 

102 

101 

100 

99 

98 

97 

96 

95 

94 

93 

92 

91 

90

についてお知らせします についてお知らせします についてお知らせします 

●給与の減額 
　町では、財政の健全化のため、歳出削減に努めています。その一環として職員給与・手当の見直しを行
い、人件費の削減を図っています。  
  
　なお、最近の大きな削減として、  
　　①　平成18年度　　地域手当の支給率８～10％を一律３％へ大幅引下げ  
　　②　平成21年度　　期末・勤勉手当の年間支給率を4.5月分から4.15月分に引下げ  
　　　　　　　　　　　（町長・副町長・教育長・議員については、4.4月分から4.05月分に引下げ）を行いました。 

●職員数の削減 
　町では、平成１７年８月に「第２次大磯町定員適正化計画」
を策定しています。平成17年４月１日現在の職員数２８９人を
平成２２年４月１日には２６０人に削減することを目標とし、簡
素で効率的な行政の実現に取り組んでいます。 

人件費削減への取り組み 

※給与費は当初予算に計上された
額であり、特別職は含みません。 

給与費の状況（平成２１年度一般会計予算） 

特別職等の給与の状況 ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在） 

町　  長 

80万円以上 

75万円未満 

75万円以上 
80万円未満 

6

2

 
6

副 町 長 給 料 

報 酬 

教 育 長 

議　  長 

副 議 長 

議　  員 

職員数 
（A） 

261人 

一人当たりの給与費 
Ｂ／Ａ 

5,977千円 955,206千円 

給　　料 

給　　与　　費 

209,620千円 

職員手当 

395,182千円 

期末・勤勉手当 

1,560,008千円 

計　B

767,000円 

623,000円 

575,000円 

423,000円 

344,000円 

315,000円 

4.40月分 

月　　額 
（平成21年4月1日現在） 

期末手当年間支給率 
支給割合 

平成20年度 平成21年度 

4.05月分 

※人件費には町長、副町長、議員等の特別職に支給される給料、報酬等を含みます。 

人件費状況（平成２０年度一般会計決算） 

住民基本台帳人口 

33,639人 

人件費率 
（B）／（A） 

25.4％ 

歳出額（A） 

8,341,469千円 

人件費（B） 

2,116,854千円 

実質収支 

224,116千円 
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職員数の推移（各年４月１日現在） 

（年度） 

（職員数） 

H20 H21H14 H15 H16 H17 H18 H19

299

295

290

289

281

282

272

300 

290 

280 

270 

260

約２７０人の職員が町民のみなさんの生活にかかわるさまざまな分野で働いています。 
の公表に関する条例」に基づき、その概要をお知らせします。 
　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎問い合わせ　総務課　☎内線210

271

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の 
　地方公務員の給与水準を示す指数です。 
※地域手当補正後のラスパイレス指数については、大磯町は県内33市 
　町村中30位となっています。 

年度別ラスパイレス指数の推移 

102.8

100.5

100.5 100.6

101.8
102.2

102.4

101.4

99.6

101.4 101.1

102.1 102.4

100.2100.7

98.4
97.6

96.4
97.0

97.5

95.0県内市町村 
平均 
大磯町 

神奈川県 

【参考】県内14町村長・議長の給料・報酬月額の状況 

※比較する月額については、各町村条例の本則で規定する 
　額を比較しています。 

（町村長） 

給料月額 町村数 

（大磯町）76.7万円→ ★ 

（議長） 

35万円以上 
40万円未満 

35万円未満 

40万円以上 

7

1

6

給料月額 町村数 

（大磯町）42.3万円→ ★ 



※職員の年次有給休暇は 
　20日間です。 

※支給は、本町が加入する神奈川県市町村職員 
　退職手当組合によるものです。 

●職員の勤務時間 
　職員の勤務時間は、原則的に午前8時30分から午後5時15分の  
　1日7時間45分、週38時間45分です。 

●年次休暇の平均取得状況 

＜一般行政職＞ 
　税務職員、保健師、保育士、栄養士、消防職員、技能労務職
員、教育公務員以外の事務職員です。 
　 
＜技能労務職＞ 
　給食調理、環境整備、自動車運転、道路作業などに従事する
職員です。 
　 
＜一般会計＞ 
　地方公共団体の基本となる会計であり、特定事業（国民健康
保険、老人保健、介護保険、下水道、後期高齢者医療）に関連
する特別会計で管理すべき経費は、含まれておりません。 

町職員の給与等の状況 町職員の給与等の状況 町職員の給与等の状況 

●職員給与のしくみ 
　町職員に支給される給与は、毎月支給される給料・各種手当と、
退職時に支給される退職手当などから成り立っています。これは地
方自治法および地方公務員法の規定に基づき、町議会の審議を経て
定められた条例に基づいて支給しています。 
 
●給与の決定のしくみ 
　町職員の給与も、民間と同様に給与改定が行われます。平成１８
年４月には、平均４.８％、最大７％の給料月額の減額を行っていま
す。この給与改定については、生計費および国や他自治体の職員給
与、民間企業従業員の給与などを考慮し、その均衡を図るため、人
事院が行う給与改定勧告（国家公務員に行う給与勧告）に準じて決定
されています。 

給与のしくみ 給与の種類とその内容（平成２１年４月１日現在） 

勤務時間等及び年次休暇の取得状況 

毎
　
月
　
支
　
給
　
さ
　
れ
　
る
　
も
　
の 

勤
務
実
績
支
給 

そ
　
の
　
他 

階 

級 

給　　料 職務、職責に応じた給料表に定める額 

借家などの居住者に支給する手当（27,000円限度） 

６ヵ月定期相当分を年２回支給 

片道２Km以上の距離に応じ 
毎月支給　　　（20,900円限度） 

扶養家族の構成に応じて支給する手当 

配　　偶　　者 

配偶者以外の扶養親族のうち２人まで 

配偶者のいない職員の扶養親族のうち 
１人 

その他の扶養親族 

3％ 

13,600円 

6,500円 

11,000円 

5,500円 

災害救急作業等に従事する消防職員のみに支給 

民間企業のボーナスに相当する手当 

火災その他の災害に出動 200円／回 

救急事故に出動し、被救助者の救出、救助 200円／回 

救急事故に出動中、救急救命士法に基づく処置 510円／回 

夜間勤務手当、休日勤務手当など 

支　　給　　率 

物価や生計費を考慮して支給する手当 
地域手当＝（給料＋扶養手当＋管理職手当）×支給率 地域手当 

14％～16％ 
12％ 

合計 
3.00月分 
1.50月分 
4.50月分 

平成20年度支給月数 
12月期 
1.60月分 
0.75月分 
2.35月分 

6月期 
1.40月分 
0.75月分 
2.15月分 

期末手当 
勤勉手当 
合　計 

支　給　率 

管理職の職責（副主幹級以上）に応じた手当 
管理職手当＝給料×支給率 

正規の勤務時間を超えて勤務したときに支給する 
手当 

管 理 職 
手当 

時 間 外 
勤務手当  

特殊勤務 
手当  

期末勤勉 
手当 

扶養手当 

5.1日 

平成20年 
（1月1日～12月31日） 

5.8日 

平成19年 
（1月1日～12月31日） 

一般行政職の初任給（平成２１年４月１日現在） 

区　分 

大　学　卒 

高　校　卒 

初任給 

大　磯　町 国 

２年後の給料 初任給 ２年後の給料 

175,600円 

147,200円 

188,800円 

157,200円 

172,200円 

140,100円 

184,200円 

148,500円 

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

区　分 

平成21年4月1日 
現在 

一般行政職 

技能労務職 

平均給料月額 

大　磯　町 国 

平均年齢 

327,700円 

285,400円 

42.9歳 

54.1歳 

平均給料月額 平均年齢 

325,521円 

285,548円 

41.5歳 

49.2歳 

平成20年4月1日 
現在 

一般行政職 

技能労務職 

333,865円 

283,668円 

42.8歳 

53.1歳 

325,113円 

284,679円 

41.1歳 

48.9歳 

退職手当の支給割合（平成２１年４月１日現在） 

勤　続　２０　年 

勤　続　２５　年 

勤　続　３０　年 

勤　続　３５　年 

最　高　限　度 

自己都合 

大　磯　町 国 

定年・勧奨 

30.55月 

41.34月 

50.70月 

59.28月 

59.28月 

23.50月 

33.50月 

41.50月 

47.50月 

59.28月 

自己都合 定年・勧奨 

30.55月 

41.34月 

50.70月 

59.28月 

59.28月 

23.50月 

33.50月 

41.50月 

47.50月 

59.28月 

一般行政職の経験年数別、学歴別平均給料月額 

区　分 

平成21年4月1日 
現在 

大学卒 

高校卒 

経験年数10年 

224,400円 

該当者なし 

経験年数15年 

304,600円 

該当者なし 

経験年数20年 

330,800円 

該当者なし 

住居手当 

そ の 他 

通勤手当 

交通機関利用 

交通用具利用 

課　長　級 
副 主 幹 級 
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　大磯町では、事務職員、保健師、保育士、栄養士、幼稚園教諭、消防士など 
　こうした町の職員の給与や勤務状況などを「大磯町人事行政の運営等の状況 
　（町ホームページに詳しく掲載します。）　　　　　　　　　　　　　　　　 



匿名 
小島　荘三 
匿名 
新美　春之 
匿名 
平出　隆 
安藤　由岐 
匿名 
大磯中学校３年Ｃ組一同 
澤　長生 
伊藤　八郎 

神奈川東海道 
ウォークガイドの会 

小島　重蔵 
小島　洋子 
笹部　誠二 
横尾　肇 
宇留野　弘 
岩田　美智子 
田中　茂 
田中　千鶴子 
嶋根　征哉 
資材部親睦会 

西武鉄道株式会社 
有志一同 

大磯中学校生徒会 
匿名 
大磯町商工会 
匿名 
栗原　一行 
仲手川　徳幸 

平塚市 
大磯町 
※※※※※※ 
東京都港区 
※※※※※※ 
東京都品川区 
※※※※※※ 
※※※※※※ 
大磯町 
南足柄市 
横浜市 
 
※※※※※※ 

大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
大磯町 
広島県広島市 
広島県広島市 
広島県広島市 
大磯町 
埼玉県所沢市 
 
埼玉県所沢市 

大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 
¥30,000 
¥100,000 
¥10,000 
¥50,000 
¥50,000 

※※※※※ 
※※※※※ 
¥10,000 
¥2,589 
¥30,000 

※※※※※ 
 

¥20,000 

¥50,000 
¥30,000 
¥10,000 
¥20,000 
¥10,000 
¥1,000 
¥1,000 
¥1,000 
¥10,000 
¥1,282 

 
¥167,000 

¥15,072 
¥50,000 
¥100,000 
¥30,000 
¥50,000 
¥100,000

匿名 
匿名 
匿名 
上村　次郎 
小川　ひろみ 
添田　廣滋 
匿名 
匿名 
秦　悠蒼 
匿名 
山本　勝己 

社団法人神奈川県建設業協会 
会長　三木　崇雄 

株式会社プランズ 
吉田　隆志 

株式会社ランナーズ・ウェルネス 
坂本　雄次 

株式会社中央測量 
田口　俊明 
石川　英二 
大磯運動公園園長 
植田　光子 
山口　俊之 
吉川　修一郎 
株式会社望月電気工事 
匿名 
古賀　江美子 
高村　栄二 
匿名 
城戸　照子 
光野　恒雄 

※※※※※※ 
※※※※※※ 
※※※※※※ 
大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
※※※※※※ 
大磯町 
横浜市 
二宮町 
大磯町 
 
横浜市 

 
鎌倉市 

 
大磯町 

平塚市 
※※※※※※ 
横浜市 
大磯町 
長崎県長崎市 
横浜市 
大磯町 
平塚市 
大磯町 
茅ヶ崎市 
横浜市 
大磯町 
茅ヶ崎市 
大磯町 

氏名（名称） 住所（所在地） 寄附金額 
¥16,257 
¥10,000 
¥10,000 
¥100,000 
※※※※※ 
※※※※※ 

¥1,000 
¥1,000 
¥30,000 
¥300,000 
¥10,000 

 
※※※※※ 

 
※※※※※ 

 
¥30,000 

¥30,000 
※※※※※ 
※※※※※ 
※※※※※ 
¥10,000 
¥10,000 
¥100,000 
¥10,000 
¥30,000 

※※※※※ 
※※※※※ 

¥5,000 
¥2,000 
¥10,000

  （寄附受付順、敬称略） １月14日現在、総額33,583,391円の寄附をいただきました。ご協力ありがとうございました。 

◎問い合わせ　都市計画課　☎内線243※上記のほか、７名の方から計29,850円のご寄附をいただいております。 

【
寄
附
団
体
及
び
金
額
】 

旧
吉
田
茂
邸
を
視
察 

再
建
基
金
に
５００
万
円
を
積
立 

　
１
月
29
日（
金
）に
、
文
学
姉
妹
都

市
で
あ
る
長
野
県
小
諸
市
か
ら
、
芹

澤
小
諸
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
訪
問

団
が
来
町
し
、
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基

金
に
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

　
芹
澤
小
諸
市
長
か
ら
は
、「
吉
田
茂

元
首
相
は
、
戦
後
日
本
の
復
興
に
尽

力
さ
れ
た
方
で
あ
り
、
そ
の
本
邸
が

焼
失
し
た
こ
と
は
大
変
悲
し
い
出
来

事
で
す
。
ぜ
ひ
、
再
建
の
た
め
に
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。」
と
の
お
言
葉

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
な
お
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
団
体

に
対
し
て
町
長
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

し
ま
し
た
。 

・
小
諸
市
　
　  

１
，０
０
０
，０
０
０
円 

・
小
諸
市
議
会
　  

１
０
０
，０
０
０
円 

・
小
諸
市
民
　  

１
，１
７
２
，９
０
８
円 

・
小
諸
市
体
育
協
会  

５
０
，０
０
０
円 

（
敬
称
略
） 

　
小
諸
市
訪
問
団
の
皆
さ
ん
は
、
焼

失
後
の
旧
吉
田
茂
邸
を
視
察
さ
れ
ま

し
た
。
庭
園
内
の
現
状
を
見
て
、「
な

ん
と
し
て
も
再
建
し
て
ほ
し
い
。
再

建
後
に
は
ぜ
ひ
来
た
い
。」
と
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
２
月
５
日（
金
）に
開
催
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
日
本
の
政
治
史
、

外
交
史
の
観
点
か
ら
み
た
旧
吉
田
茂

邸
の
再
建
の
意
義
や
方
向
性
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
250
名
の
参
加
者
が
集
ま

り
、
再
建
の
意
義
を
全
国
に
向
け
て

発
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  

　
町
で
は
旧
吉
田
茂
邸
の
再
建
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、
旧

吉
田
茂
邸
再
建
基
金
に
500
万
円
の
積

立
て
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
後
も
、
再
建
に
向
け
た
取
組
み

を
積
極
的
に
行
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
都
市
計
画
課
　
☎
内
線
２
４
３ 

小
諸
市
訪
問
団
か
ら 

　
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
に
寄
附 

 

▲芹澤小諸市長から寄附を 
受ける三好町長　　　 
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吉
田
茂
と
大
磯
の
歴
史
的
魅 

力
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

を
開
催
し
ま
し
た
。 



 

　
大
正
３
年
、
独
を
中
心
と
す
る
同

盟
国
と
英
・
米
・
仏
等
の
連
合
国
と

の
間
で
勃
発
し
た
第
一
次
世
界
大
戦

は
、
大
正
７
年
、
連
合
国
側
の
勝
利

に
終
わ
り
ま
す
。
日
英
同
盟
に
基
づ

き
参
戦
し
た
日
本
は
、
大
正
８
年
、

戦
後
処
理
や
世
界
秩
序
の
決
定
の
た

め
、
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
講
和
会
議

に
戦
勝
国
の
一
員
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。 

　
済
南
領
事
に
就
任
し
て
間
も
な

く
、
吉
田
は
首
席
全
権
・
西
園
寺
公

望
と
共
に
岳
父
の
牧
野
伸
顕
が
講
和

会
議
に
出
席
す
る
こ
と
を
耳
に
し
ま

す
。
こ
の
時
「
た
と
え
外
交
官
の
末

端
と
は
い
い
な
が
ら
、
こ
れ
に
列
席

し
得
る
の
は
、
千
載
一
遇
の
好
機
」

（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）と
考
え
、

自
ら
参
加
を
牧
野
に
志
願
し
ま
し

た
。
吉
田
の
生
涯
初
と
な
る
猟
官
運

動
は
功
を
奏
し
、
牧
野
の
秘
書
官
と

し
て
随
行
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま

す
。 

　
当
時
、
パ
リ
に
お
け
る
秘
書
官
・

吉
田
の
仕
事
は
、
汽
車
汽
船
の
切
符

や
ホ
テ
ル
の
手
配
な
ど
の
雑
務
で
し

た
。
以
前
寺
内
正
毅
に
「
総
理
大
臣

な
ら
つ
と
ま
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
秘
書
官
は
と
て
も
つ
と
ま
り
ま

せ
ん
」
と
総
理
大
臣
秘
書
官
の
職
を

辞
退
し
た
と
お
り
、
事
務
的
な
仕
事

に
向
か
ず
、
全
く
気
の
利
か
な
い
吉

田
に
対
し
、
普
段
温
厚
で
あ
っ
た
牧

野
も
、
帰
り
の
航
路
で
は
殆
ど
吉
田

に
口
を
き
い
て
く
れ
な
か
っ
た
と
い

い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
パ
リ
講
和
会
議
で
学
ん

だ
数
々
の
教
訓
は
、
後
の
吉
田
の
外

交
、
と
り
わ
け
三
十
年
後
の
第
二
次

世
界
大
戦
後
、
米
国
と
の
講
和
と
い

う
日
本
独
立
へ
の
重
大
な
局
面
に
お

い
て
、
大
い
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。 

　
講
和
会
議
の
結
果
、
ヴ
ェ
ル
サ
イ

ユ
条
約
が
締
結
さ
れ
、
国
際
連
盟
が

発
足
し
ま
し
た
。
会
議
で
は
米
英
仏

が
中
心
的
役
割
を
果
た
し
、
日
本
は

威
光
を
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
吉
田
は
当
時
日
本
が
世
界

を
リ
ー
ド
す
る
「
五
大
国
」
に
属

し
、
国
際
連
盟
で
は
理
事
国
と
し
て

重
要
な
地
位
を
占
め
た
こ
と
に
対

し
、
「
日
本
開
国
以
来
、
明
治
の
大

先
輩
の
営
々
た
る
努
力
が
、
こ
こ
に

立
派
に
実
を
結
ん
だ
と
い
う
べ
き
で

あ
ろ
う
」（『
回
想
十
年
』
第
四
巻
）

と
評
価
し
て
い
ま
す
。 

　
講
和
会
議
に
は
吉
田
以
外
に
も
近

衛
文
麿
、
松
岡
洋
右
、
芦
田
均
な

ど
、
の
ち
の
政
治
の
中
核
を
担
う
人

物
が
随
員
と
し
て
出
席
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
米
国
側
の
出
席
者
に

は
、
奇
し
く
も
第
二
次
世
界
大
戦
後

の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
・

日
米
安
全
保
障
条
約
に
お
い
て
交
渉

役
を
務
め
た
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ス
タ

ー
・
ダ
レ
ス
が
い
ま
し
た
。
お
よ
そ

三
十
年
の
時
を
経
て
、
互
い
に
国
家

の
代
表
と
し
て
日
米
の
講
和
に
主
導

的
役
割
を
果
た
し
た
二
人
は
、
パ
リ

の
地
で
既
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

◎
問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館 

　
学
芸
員
　
曽
根
田 

　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

　
私
た
ち
の
住
む
相
模
の
地
区
で
は
、「
丑
観
音
寅
薬
師
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
寅
年
に
は
薬
師
如
来
を
巡
る
慣
習
が
あ
り
ま
す
。 

　
寅
年
の
今
年
、
五
百
年
以
上
続
く
「
薬
師
如
来
巡
り
」
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。 

 

▼
ご
開
帳 

　
３
月
27
日（
土
）〜
４
月
４
日（
日
） 

 

▼
ご
開
帳
霊
場 

　
相
模
薬
師
如
来
め
ぐ
り
は
大
磯
、

二
宮
、
平
塚
、
秦
野
、
伊
勢
原
に
わ
た

り
第
21
番
ま
で
霊
場
が
あ
り
ま
す
。 

　
第
５
番
国
府
新
宿
　
薬
師
堂 

　
第
６
番
国
府
本
郷
　
真
勝
寺 

　
第
７
番
寺
坂
　
王
福
寺 

　
第
８
番
南
下
町
　
東
光
院 

　
第
９
番
神
明
町
　
楊
谷
寺 

  

　
王
福
寺
の
本
尊
で
あ
る
木
像
薬
師

如
来
坐
像
は
、
平
安
時
代
前
期
の
作

風
を
遺
す
東
国
を
代
表
す
る
古
仏

で
、
昭
和
２
年
４
月
に
国
指
定
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

        

  
　
楊
谷
寺
の
本
尊
で
あ
る
木
像
薬
師

如
来
立
像
は
、
昭
和
51
年
７
月
に
町

指
定
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お

り
、
平
素
は
拝
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
秘
仏
で
す
。 

 

　
４
月
４
日（
日
）に
、
大
磯
ガ
イ

ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
連
携
し

て
、
「
寅
薬
師
霊
場
め
ぐ
り
」
を

実
施
し
ま
す
。
町
内
に
あ
る
寅
薬

師
を
ガ
イ
ド
の
説
明
を
聞
き
な
が

ら
巡
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。 

（
関
連
記
事
は
23
ペ
ー
ジ
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ
先 

・
観
光
推
進
室
　
☎
内
線
２
４
８ 

・
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

大
磯
の
寅
薬
師
を
巡
り
ま
せ
ん
か
。 

▼
王
福
寺
木
造
薬
師
如
来
坐
像 

▼
楊
谷
寺
木
造
薬
師
如
来
立
像 

大
磯
の
賢
人 

吉
田 

茂 

パ
リ
講
和
会
議 

連
載
シ
リ
ー
ズ 

６ 
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▲１９１９年（大正８年）６月、パリ講和会議全権団記念写真。 
　ホテル・プリストルにて。２列目左から４人目の前二人に挟ま 
　れて顔が見えるのが吉田茂。（写真／外務省外交史料館） 



制
度
の
利
用
方
法 

①
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
４
階
）

ま
で
ご
来
庁
舎
く
だ
さ
る
か
、
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

②
各
分
野
の
講
師（
平
成
22
年
２
月

現
在
77
名
登
録
）を
登
録
者
名
簿

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
検
索
で
き

ま
す
。）か
ら
紹
介
し
ま
す
。 

③
ご
自
身
で
登
録
者
に
連
絡
し
、
材

料
費
な
ど
の
実
費
・
開
催
場
所
な

ど
を
打
ち
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

登
録
の
募
集 

①
自
ら
の
知
識
や
経
験
を
生
か
し
、

講
師
や
指
導
者
に
な
る
こ
と
が
で

き
る
熱
意
あ
る
成
人 

②
営
利
・
政
治
・
宗
教
活
動
を
目
的

と
し
た
登
録
・
利
用
は
で
き
ま
せ

ん
。 

③
免
許
や
資
格
が
な
く
て
も
、
登
録

で
き
ま
す
。 

④
登
録
の
変
更
や
取
り
消
し
は
、
随

時
行
な
い
ま
す
。 

⑤
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
内
容
は
、

ご
本
人
の
了
解
を
い
た
だ
い
た
上

で
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
掲

載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

⑥
登
録
用
紙
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　 

　
生
涯
学
習
課
　
☎
内
線
３
２
３ 

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
と
し
て
働
い

て
い
た
だ
け
る
方
の
登
録
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。 

 

▼
職
種 

・
一
般
事
務
：
受
付
業
務
、
本
庁

舎
・
保
健
セ
ン
タ
ー
・
各
施
設
等

で
の
事
務
補
助 

・
そ
の
他
国
や
県
の
事
業
で
、
町
が

募
集
を
行
う
も
の（
統
計
事
務
補

助
等
） 

▼
登
録
期
間
　
受
付
日
の
属
す
る
年

度
内 

※
登
録
は
年
度
ご
と
の
更
新
で
す
。

既
に
ご
登
録
さ
れ
た
方
で
も
、
引

き
続
き
、
登
録
を
希
望
す
る
場
合

は
、
再
度
ご
登
録
が
必
要
で
す
。 

▼
提
出
書
類
　
町
指
定
の
登
録
書
に

必
要
事
項
を
記
入
、
写
真（
縦
４

㎝
×
横
３
・
５
㎝
）を
貼
付 

▼
採
用
に
つ
い
て
　
臨
時
職
員
採
用

の
必
要
が
生
じ
た
場
合
、
登
録
者

の
中
か
ら
採
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。
受
付
順
の
採
用
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

※
な
お
、
登
録
後
は
採
用
者
以
外
に

は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
総
務
課 

　
☎
内
線
２
１
０
、
２
１
１ 

生
涯
学
習
人
材
登
録
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
、
様
々
な
知
識
や
経
験
が
あ
り
、
講
師
や 

指
導
者
と
な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
・
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

生涯学習のマスコット 

「マナビィ」 

臨時職員の 
登録を募集 

ス

ト

レ

ス

は

　

　

 

　

必

然

的

な

も

の

 

   

　
心
配
事
が
重
な
る
と
肌
が
荒
れ
た

り
、
緊
張
す
る
と
胃
が
キ
リ
キ
リ
し

た
り
す
る
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

　
こ
の
原
因
は
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
も

の
で
す
。 

　
最
近
の
厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ

る
と
普
段
の
生
活
で
約
７
割
の
人
が

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
向
き
合
う 

　
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
人
と
ま
っ
た

く
感
じ
な
い
人
と
、
人
に
よ
っ
て
そ
の

感
じ
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
。 

　
自
分
が
ど
う
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン

か
知
っ
て
お
く
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス

を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

　
た
と
え
ば
、「
マ
イ
ナ
ス
思
考
」、

「
完
ぺ
き
主
義
」
な
ど
自
分
の
性
格

を
意
識
す
る
だ
け
で
も
、
い
ま
ま
で

と
違
っ
た
物
事
の
捉
え
方
が
で
き
、

ま
た
、
他
人
と
の
余
計
な
争
い
ご
と

な
ど
を
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

い
い
こ
と
に
も
ス
ト
レ
ス
が
！ 

　
ひ
と
は
い
つ
も
と
違
う
環
境
に
お

か
れ
た
時
に
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
ま

す
。
こ
れ
は
何
も
悪
い
と
き
ば
か
り

で
は
な
く
、
結
婚
や
入
学
進
学
・
昇

進
な
ど
本
人
に
と
っ
て
い
い
こ
と
で

も
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
な
る
こ
と
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ
　
保
険
福
祉
課 

　
豊
泉
　
☎
内
線
３
５
４ 

□ 仕事や家事など、 
　 いつも時間に追われている 

□ 悩みや不安を他人にはなさず、 
　 溜め込んでしまう 

□ なかなか寝付けない、熟睡できない 

□ 何事も完璧にできないと気がすまない 

□ ちょっとしたことでイライラする 

□ 趣味や楽しみがない 

□ 生きていることがつまらない 

□ 他人の失敗も許せない 

□ いやでも断われない 

□ ついあれこれ心配してしまう 

※３つ以上チェックがあった方はストレスが 
　たまっているかもしれません。 
　日ごろの生活を見直して 
　みましょう！ 
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磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト 

　
西
小
磯
東
地
区
で
は
昨
年
よ
り
町

内
会
を
中
心
に
、
防
犯
、
交
通
安
全
、

防
災
を
視
野
に
い
れ
た
多
目
的
な
安

全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
を
組
織
し
、

地
域
全
域
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
本
格
的

に
開
始
し
ま
し
た
。 

　
現
在
の
隊
員
は
30
名
で
、
下
校
時

の
児
童
の
見
守
り
活
動
等
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。 

　
な
お
、
防
犯
活
動
中
の
安
全
に
は

十
分
気
を
付
け
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
町
民
課
　
☎
内
線
２
３
７ 

紹介 紹介 防犯ボランティア 
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　西行法師が「ここ

ろなき身にもあはれ

は知られけり鴫立澤

の秋の夕暮れ」と詠

んだ場所で知られる

鴫立庵にて、式典、

俳句大会、短歌大会

を行います。 

 
式典　献詠俳句・短歌披講、入選者表彰等を行います。 
　時間・会場　午前11時、鴫立庵（雨天の場合は保健セ
ンター） 

俳句大会　席題は当日発表(一人2句まで) 
　時間・会場　午後2時、保健センター2階研修室 
　受付　10:00～12:30　鴫立庵にて 
短歌大会　席題は当日発表(一人2首まで) 
　時間・会場　午後2時、保健センター1階保健指導室 
　受付　12:30～13:00　会場にて 
　　環境経済課　☎内線263問 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 ▼
 

　　生涯学習課　☎内線323問 

③ 
大磯町指定民俗資料 

　とき　3月7日(日)　　    ところ　白岩神社 
　 
「流鏑馬（歩射）」は13時ごろ 

　西小磯の氏神である白岩神社の祭りです。他の祭

りにみられる賑やかさ、華やかさのイメージはな

く、厳粛さの漂う祭りです。 

　この祭りは、11人の社人を中心に行われます。神

前での式典後、社人たちはフクメンと呼ばれる半紙

をくわえ社殿を右回りに3回まわり、さらに同様に

的の周りをまわります。そして「弓持ち」と呼ば

れる人がそれぞれ的と恵方に向けて矢を射ます。 

　なお、祭日が三月になったのは明治の中頃以降

で、それまでは1月7日に行っていたと伝えていま

す。年頭にあたって一年の安全や豊作、豊漁を祈念

した行事であるということができます。 

▼
 

▼
 

やぶさ　め　　ぶ　しゃ 

しゃにん 

3/28（日） 

 

ど

ん

ど

焼

き 
 

　
み
な
さ
ん
の
地
域
で
は
、一
月
に 

ど
ん
ど
焼
き
を
行
い
ま
し
た
か
？ 

　
私
は
、
国
府
本
郷
に
す
ん
で
い

る
の
で
、
大
磯
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

の
桜
並
木
の
近
く
で
行
わ
れ
た
ど

ん
ど
焼
き
に
行
き
ま
し
た
。 

　
今
年
は
か
ど
ま
つ
を
火
の
中
に

入
れ
ま
し
た
。 

　
と
こ
ろ
で
み
な
さ
ん
、
ど
ん
ど

焼
き
と
は
、
何
の
た
め
に
行
う
か

ご
ぞ
ん
知
で
す
か
？ 

　
私
は
、
お
正
月
の
お
か
ざ
り
を

き
れ
い
に
天
の
神
様
に
あ
げ
る
た

め
に
ど
ん
ど
焼
き
を
行
う
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ど
ん
ど
焼
き
で
は
お
だ
ん
ご
を

火
の
中
に
入
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

あ
ぶ
っ
た
お
だ
ん
ご
を
食
べ
る

と
、
か
ぜ
を
ひ
か
な
い
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。 

　
み
な
さ
ん
は
何
個
お
だ
ん
ご
を

食
べ
ま
し
た
か
？
私
は
お
だ
ん
ご

を
食
べ
た
数
だ
け
、
か
ぜ
を
ひ
か

な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
（
内
海
帆
奈
美
） 

 

◎
問
い
合
わ
せ 

　
政
策
課
　
☎
内
線
２
０
７ 

▲町内各地で行われたどんど焼き 
　おかざりをサイトに立て掛ける人々 

西小磯東地区 



図書館の休館日 
　3月／1・4・8・15・23・29日 

郷土資料館の休館日 
　3月／1・2・8・15・23・29日 

図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 図書館・郷土資料館 り だ よ り だ よ 

図
書
館
情
報 

◎
図
書
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）３
０
０
２ 

郷
土
資
料
館
情
報 

◎
郷
土
資
料
館
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
・ 

　
申
し
込
み
　
☎
（
61
）４
７
０
０ 

 

草
と
木
の
調
査
公
開
講
座 

 

　
湘
南
の
海
浜
植
物 

　
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、
湘
南
地
域
で
見

ら
れ
る
海
浜
植
物
の
種
類
や
分
布
を
解
説

し
ま
す
。
講
演
終
了
後
は
海
岸
に
移
動

し
、
海
浜
植
物
の
観
察
を
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
３
月
13
日（
土
）午
後
１
時
〜
３

時（
雨
天
の
場
合
、
内
容
を
変
更
し
て

実
施
し
ま
す
。） 

▼
と
こ
ろ
　
郷
土
資
料
館
　
研
修
室 

▼
講
師
　
藤
吉
正
明
氏（
東
海
大
学
教
養

学
部
　
専
任
准
教
授
） 

▼
対
象
　
興
味
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も（
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

で
お
願
い
し
ま
す
。） 

▼
定
員
　
40
名 

▼
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
飲
み
物 

▼
申
込
み
　
随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
直
接
も
し
く
は
電
話
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

▲湘南地域では希少な 

ビロードテンツキ 

 
旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業 

「
白
洲
正
子
と
い
う
生
き
方
」 

〜
日
本
人
が
失
っ
た
も
の
〜 

 

　
本
館
の
一
部
業
務
委
託
を
行
っ
て
い
る

㈱
有
隣
堂
の
企
画
事
業
と
し
て
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。 

▼
と
き
　
３
月
13
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
大
会
議
室 

▼
内
容
「
白
洲
正
子
と
い
う
生
き
方
」 

　
樺
山
愛
輔
の
次
女
で
あ
り
、
白
洲
次
郎

の
妻
で
あ
る
随
筆
家
白
洲
正
子
。
比
類
な

き
審
美
眼
・
美
意
識
を
も
ち
、
雅
趣
あ
ふ

れ
る
白
洲
正
子
の
世
界
を
紹
介
。 

▼
講
師
　
馬
場
啓
一
氏（
作
家
・
エ
ッ
セ
イ

ス
ト
・
流
通
経
済
大
学
教
授
） 

      

▼
定
員
　
70
人
　
申
込
制（
先
着
順
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
申
込
み
　
３
月
２
日（
火
）午
前
９
時
か

ら
、
本
館
の
み
で
、
来
館
ま
た
は
電
話

に
て
受
付
。 

  

 
  

 ▼
と
き
　
３
月
26
日（
金
）午
後
２
時
〜
３

時
30
分 

▼
講
師
　
正
岡
慧
子
氏（
児
童
文
学
・
童
話

作
家
。
日
本
児
童
文
芸
家
協
会
理
事
）

主
な
作
品
『
ぼ
く
の
し
ご
と
は
ゆ
う
び

ん
や
』、『
ぼ
く
た
ち
な
か
よ
し
ゆ
う
び

ん
と
も
だ
ち
』（
以
上
、
絵
／
水
野
は
る

み
）、『
き
つ
ね
の
た
な
ば
た
さ
ま
』、

『
か
ば
ん
の
中
の
か
ば
』
他
多
数
。 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
大
会
議
室 

▼
対
象
　
小
・
中
学
生
の
親
子
（
児
童
・
生

徒
の
み
、
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
） 

▼
定
員
　
70
人
　
申
込
制（
先
着
順
） 

▼
申
込
み
　
３
月
５
日（
金
）午
前
９
時
か

ら
、
本
館
・
分
館
で
、
来
館
ま
た
は
電

話
に
て
受
付
。 

      

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
始
め
ま
せ
ん
か 

 

　
図
書
館
で
は
、
様
々
な
催
し
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
協
働
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
図
書
館
活
動
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
。 

　
平
成
22
年
度
か
ら
活
動
さ
れ
る
方
を
対

象
に
説
明
会
を
行
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
４
月
８
日（
木
）午
前
10
時
〜 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
小
会
議
室 

　
説
明
会
に
参
加
さ
れ
る
方
は
事
前
に
図

書
館
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

            

ま

ち

の

ギ

ャ

ラ

リ

ー

 
 

◎
大
磯
絵
画
同
好
会
絵
画
展 

▼
と
き
　
３
月
５
日（
金
）午
後
12
時
30
分

〜
19
日（
金
）午
後
12
時
30
分
ま
で
、
平

日
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
50
分
、
土

日
祝
日
は
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
50
分 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

▼
内
容
　
絵
画
の
展
示 

 

◎
大
磯
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展 

▼
と
き
　
３
月
24
日（
水
）午
後
１
時
〜
31

日（
水
）正
午
ま
で
、
平
日
は
午
前
９
時

〜
午
後
６
時
50
分
、
土
日
祝
日
は
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

50
分 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館

本
館
２
階
ロ
ビ
ー 

▼
内
容
　
会
員
の
作

品
展
示 

 

▲講師：馬場啓一氏 

▲「かばんの中 

のかば」表紙 

け
い
　

こ 

▼図書館のボランティア活動内容 

▲「大磯フォトクラブ」 
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活 動 名 内　容 

おはなしと紙芝居 
おはなし、絵本、紙芝居の 
読み聞かせ 

３歳までの 
おはなし会 

手遊び、絵本、紙芝居の 
読み聞かせ 

ブックスタート 
４ヶ月児と保護者に絵本の 
読み聞かせ 

映画会 上映作品選定、及び上映 

テーマ別展示 展示図書の選定、配架 

新聞記事 
スクラップ作成 

郷土に関する記事の整理 

寄贈図書整理 寄贈図書の整理 

旧
吉
田
茂
邸
再
建
基
金
協
力
事
業 

児
童
文
学
講
座
の
開
催 

「
今
、子
ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
人
と
の
絆
」 
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　身体障害者の皆さんと、ボランテ

ィアの方で愛鷹山登山会を実施しま

す。 

　とき　5月30日(日) 
　7 :00～17:00 

　集合場所　小田原駅前 
　ところ　静岡県長泉町　愛鷹山
（池の平山） 

　募集人数　車いす使用の身体障害
者の方30人、車いす以外の身体

障害者の方30人、支援ボランテ

ィアの方250人 

　費用　身体障害者の方　無料、支
援ボランティアの方(一般)6,500

円、(大学生・高校生)4,000円、

(中学生)3,000円、(小学生)2,000円 

　申込締切　5月23日(日)まで 
　・　　山岳集団ベルククラブ本部

代表事務所(室井方) 

　☎0465(23)0416(18:00以降) 
FAX0465(23)6290

愛鷹山協力登山会を実施 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　酒匂川河川敷から眺める丹沢連山

と大口文命堤の桜並木と、新緑を楽

しみながら歩くウォーキングです。 

　とき　4月2日(金)　雨天中止 
　集合　ＪＲ国府津駅御殿場線ホー
ム3番線　9 :30（時間厳守）（大磯

駅乗車9 :12、二宮駅乗車9 :17） 

　解散　14:30頃(山北町さくらの湯
前) 

　コース　ＪＲ松田駅～十文字橋～
酒匂川河川敷～大口文命堤（桜並木）

～大口広場（昼食）～福沢神社～室

生神社～山北町さくらの湯（解散） 

　参加費　200円（資料代等） 
　※交通費は自己負担 

　持物　弁当・飲み物・保険証・タ
オル・雨具等　 

　服装　歩きやすい服装及び靴 
　申込締切　3月26日(金)まで 
　・　　スポーツ健康課 

　☎内線309

おおいそ健康ウォーク 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

情報コーナー 情報コーナー 情報コーナー 　　問い合わせ 

　　申込み 

問 

申 

　笑いあり、涙あり、素敵な演奏あ

りの演奏会。ぜひお楽しみくださ

い。 

　とき　3月20日(土) 
　開場13:30　開演14:00 

　ところ　二宮町生涯学習センター
（ラディアン） 

※入場無料 

　曲目　主よ、人の望みの喜びよ、
エルクンバンチェロ、風紋、たな

ばた、ミッキーマウスマーチなど 

　　国府中学校　池上 

　☎(71)0410

国府中学校吹奏楽部 
第4回定期演奏会  

▼
 

▼
 
▼
 

問 

　生徒たちが日頃の練習の成果を披

露します。バラエティーに富んだ曲

をお楽しみください。 

　とき　3月20日(土) 
　開場13:00　開演13:30 

　ところ　平塚市中央公民館 
※入場無料 

　曲目　マーチ「青空と太陽」、ノ
アの箱舟、Mr.インクレディブル、

DISNEY　AT　THE　MOVIESな

ど 

問　大磯中学校 

　☎(61)0073 
 

第8回大磯中学校吹奏楽部 
定期演奏会  

▼
 
▼
 
▼
 

問 

　とき　4月11日(日)　8 :30～ 
　ところ　国府中学校体育館 
　対象　町内在住・在勤・在学の方
及び町に所在する団体に所属の

方。ゼッケンは各自用意。 

　種目　一般男子の部・女子の部
（高校生以上）、小中学生男子の

部・女子の部 

※予選リーグ・決勝トーナメント方

式、40mm白ボール使用、11点  

　5セットマッチ 

　申込締切　4月2日(金)まで 
　・　　町体育協会卓球部 

　小野寺宅　☎(61)4713

第48回町民卓球大会  
（個人戦） 

▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　とき　4月4日(日)～6月末頃 
　ところ　運動公園野球場 
　抽選会　3月14日(日)　9 :00　
生涯学習館1階 

　競技方法　トーナメント方式 
　7イニング制 

　・　 

　町体育協会野球部 

　事務局　和田宅 

　☎(61)2488

第64回春季町長杯争奪  
町民野球大会  

▼
 ▼
 ▼
 

▼
 

問 申 

　町立中学校の部活動で指導補助を

していただける方を募集します。ま

ずはご登録ください！！ 

　募集内容 
【大磯中学校】 

柔道、野球、サッカー、ソフトテ

ニス、ソフトボール 

【国府中学校】 

剣道、サッカー、ソフトテニス、

バスケットボール(男) 

　登録申請受付期間 
　3月29日(月)～4月9日(金) 

　　子ども育成課　☎内線325

中学校部活動地域指導者 
を募集します 

▼
 

▼
 

問 

ぜひ聴い
てください



広
告 新クラスオープン 新クラスオープン 新クラスオープン  

（3才から大人まで） 

無料体験受付中 無料体験受付中 

P

広告 

教　科：算数・数学・英語・国語 
学習日：月・火・木・金のうち２回 

大磯小前教室 
(大磯小正門徒歩１分)

土曜日 10：00～11：30 ／入会金50％OFF

http://www.jimsenglish.com
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　１月17日（日）、38チーム参加。 

　警察署はじめ関係各位、地域の皆様、本大会にご

協力いただき、ありがとうございました。。 

☆区間賞（敬称略）　※◎は区間新記録 
第１区　山口　澄　　　11分39秒（大磯高校陸上競技部Ｂチーム） 

第２区　木部　大樹　　11分13秒（国府新宿チーム） 

第３区　村本　洋介　◎11分51秒（北下町チーム） 

第４区　二梃木太樹　　  8分50秒（北下町チーム） 

第５区　原田　翔平　　11分43秒（中丸Ａチーム） 

第６区　熊澤　光成　　10分20秒（大磯高校陸上競技部Ａチーム） 

第７区　佐藤　遼一　　12分25秒（中丸Ａチーム） 

　 2月14日(日)、秦野市中央運動公園をスタート・

県立相模湖公園をゴールとして、30市町が参加。 

総合：22位、 
町村の部：4位 

第56回大磯一周駅伝大会結果 

かながわ駅伝競走大会の結果 

総合、地区優勝は：北下町チーム！ 
団体別優勝：大磯町消防署チーム！ 

総合順位 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

スポーツ大会の結果 結果は町ホームページでも確認いただけます。 

チーム名（網掛けは団体） 

北 下 町 

中丸Ａ 

国府新宿 

台 　 町 

馬 場 Ａ 

大磯町消防署 

大磯高校男子バスケットボール部Ａ 

生沢鷹取ＲＣ 

大磯高校陸上競技部Ｂ 

磯中ランナーズthe2nd

タイム 

1:20:03 

1:20:42 

1:22:22 

1:24:08 

1:25:27 

1:25:57 

1:26:05 

1:26:37 

1:26:52 

1:28:40

総合順位 

≪町選手団の成績≫ 
第1区(  3.0km)　大川　一成（国府新宿）（  9分25秒） 

第2区(  9.7km)　村本　洋介（大磯）　　（30分02秒） 

第3区(  8.2km)　小島　義之（国府本郷）（27分30秒） 

第4区(  2.7km)　照井　優子（石神台）　（10分52秒） 

第5区(  7.2km)　原田　翔平（国府本郷）（26分57秒） 

第6区(10.7km)　本田　正彦（大磯）　　（39分44秒） 

第7区(10.0km)　渡邉　達樹（西小磯）　（34分00秒） 

 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

25 

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

－ 

－ 

チーム名（網掛けは団体） 

大磯高校陸上競技部Ａ 

生 　 沢　 

大磯高校野球部Ａ 

さくらぐみＡ 

大磯高校野球部Ｂ 

石 神 台 

西小磯東－Ａ 

西小磯西 

星槎湘南チャレンジャーズ 

東海大学大磯病院 

寺坂 

大磯中サッカークラブＢ 

大磯高校野球部Ｃ 

大磯高校男子バスケットボール部Ｂ 

馬 場 Ｂ 

大磯高校ラクビー部 

さくらぐみＢ 

中南信用金庫 

イーグルス 

西小磯東－Ｂ 

中丸Ｂ 

さくらぐみＣ 

大磯中サッカークラブＣ 

湘栄建設足手まとい 

サンキッズ大磯 

星槎湘南ＢＯＹＳ 

大磯中サッカークラブＡ 

素心完走会 

 

タイム 

1:28:55 

1:28:57 

1:29:54 

1:30:20 

1:30:58 

1:31:23 

1:32:48 

1:32:51 

1:35:03 

1:35:37 

1:36:00 

1:36:21 

1:36:41 

1:37:04 

1:37:23 

1:37:23 

1:37:54 

1:41:33 

1:41:43 

1:41:53 

1:41:54 

1:42:17 

1:42:36 

1:52:00 

1:53:58 

1:54:16 

オープン 

オープン 

 



広告 広告 

神経神経・骨格骨格・筋肉を的確に検査し、筋肉を的確に検査し、無理なく無理なく 
年齢症状に合せて、年齢症状に合せて、筋肉の緩和操作、筋肉の緩和操作、骨盤、骨盤、 
背骨、背骨、各関節の矯正施術をいたします。各関節の矯正施術をいたします。 

神経・骨格・筋肉を的確に検査し、無理なく 
年齢症状に合せて、筋肉の緩和操作、骨盤、 
背骨、各関節の矯正施術をいたします。 

「本紙見本紙見た」 
で 初診料初診料 
無料無料!

「本紙見た」 
で 初診料 
無料!

～万病は背骨から～ ～万病は背骨から～ 

●腰痛・脚痛 ●頭痛 ●首・肩・背中コリ痛 ●関節痛 
●内臓痛 ●スポーツ痛 ●体質・体型改善、他症状 

http://nttbj.itp.ne.jp/0463618804/
受 休 
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消防車の出動情報、休日当番医情報は、

こちらで確認をしてください。通常は、

防災情報(内容は毎月変わります。)が聞

けます。　　　　消防署　☎（61）0911問 

問 

防災行政無線ダイヤル 
☎（62）1122 

防災行政無線で放送した内容を電話で確

認できます。 

　　防災対策室　☎内線241

消防情報ダイヤル ☎（６１）５１５１ 

　「認知症になっても安心して暮ら

せる街に！認知症の理解と支援」を

テーマに、講演会を行います。 

　とき　3月24日(水) 
　13:30～15:30 

　ところ　二宮町社会福祉センター 
　定員　150人 
　講師　（財）長寿社会開発センター
常務理事　石黒秀喜氏 

　その他　受講された方には認知症
サポーターとして、オレンジリン

グをお渡しします。 

　　大磯町地域包括支援センター　

　☎(61)9966 
　　保険福祉課　☎内線315

気軽に見守り 
｢認知症サポーター講座｣ 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 

　対象　大磯町内に在住し、県指定
の医療機関で平成21年 4月から

平成22年 3月に体外受精・顕微

授精の治療を受けた方 

　申請期限　3月31日まで 
　ただし2月または3月に治療を終

了した方に限り翌年度分として4

月1日から5月31日まで申請可 

　助成額　1回の治療につき15万円
を限度に、1年度当たり2回まで 

　（通算5年度支給） 

　所得制限　夫婦合算で730万円未
満 

※この助成を受けた方には、重ねて

大磯町からの助成(10万円を限度)

を受けることができます。　 

　・　 

　スポーツ健康課　☎内線310 
　平塚保健福祉事務所　☎(32)0130

特定不妊治療費助成申請 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

申 

問 

日　時 場　所 

4月  5日(月)　18:30～ 

4月11日(日)　10:30～ 

4月22日(木)　19:00～ 

かながわ県民センター 

JICA横浜 

グリーンホール相模大野 

○シニア海外ボランティア(満40～69歳） 　募集期間：4月1日(木)～5月17日(月) 
○青年海外協力隊(満20～39歳)

～平成22年度春募集のお知らせ～ 
　技術や経験を活かし、開発途上国の人々と協力して活動しませんか？体験談＆説明会にご参加ください。 

J I CA青年海外協力隊・シニア海外ボランティア募集 

▼
 

日　時 場　所 

3月28日(日)　14:30～ 

4月  1日(木)　19:00～ 

4月11日(日)　14:30～ 

4月16日(金)　19:00～ 

4月27日(火)　18:00～ 

JICA横浜 

グリーンホール相模大野 

JICA横浜 

藤沢産業センター 

かながわ県民センター 

　菜の花摘み、花苗プレゼント、ふわ

ふわドーム遊びなど多彩なイベント

で大磯運動公園まつりを行います。 

　とき　3月13日(土) 
　10:00～14:00(悪天候の場合中止) 

　ところ　大磯運動公園 
　対象　どなたでも参加自由 
　イベント内容 
・菜の花鑑賞と菜の花摘み(無料) 
・花苗プレゼント(先着100名) 
・その他 
　少年サッカー大会、マーチングバ

ンド演奏、クラフト教室、食べ物

等の販売、甘酒無料配布　など 

　　大磯運動公園　☎(61)8822

大磯運動公園まつり 

▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

問 

　　JICA横浜(内)　青年海外協力協会　河野 

　☎045(663)3219 (平日9 :30～17:45） 
　JICAホームページ　http://www.jica.go.jp
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火事と救急 
1月の出動状況 

消防車…048件（火災出動 1、救助出動 0、その他出動 47） 
救急車…124件（急病 90、交通事故 4、一般負傷 20、その他 10） 広報おおいそ　平成22年3月 

休日急患診療 
在宅当番医 

3月の日程表 

日 曜 当　番　医 診 療 科 目 所　　在　　地 電　話 

7 

14 

21 

22 

28

日 

日 

日 

月 

日 

山田医院 

西山クリニック 

森田内科医院 

二宮しおみクリニック 

二宮中央胃腸外科 

内 

内・外・循・消 

内・呼・消・循・小 

整・内・リウ・リハ 

消・外・皮・泌 

大磯町大磯９３０ 

二宮町二宮１２８５－１ 

大磯町東小磯１０－１ 

二宮町二宮４７９－５ 

二宮町中里９８９－７ 

６１－１６２５ 

７１－１２１２ 

６１－８８８７ 

７０－６２８８ 

７３－２９１１ 

※診療科目以外の診療については、他の医療機関を紹 
　介する場合があります。 

※休日当番医は、都合により変更となる場合がありま 
　すので、事前に消防署へご確認ください。 

◎問い合わせ　大磯町消防署　☎（６１）０９１１　二宮町消防署　☎（７２）００１５ 

　休日当番医は 
町モバイルペー 
ジでも確認でき 
ます。 

http://www.town.oiso.kanagawa.jp/i/

※まず、あなたの主治 
　医の都合を聞いた上 
　でご利用ください。 
診療時間厳守 
　・午前９時～１２時 
　・午後２時～５時 
 

　山形県庄内の米育ち豚の取り組み

等を題材に、循環型農業や豚肉の安

全性について講演を行います。 

　とき　3月20日(土) 
　10:00～12:30 

　ところ　保健センター１階保健指
導室 

　テーマ　「循環型農業について考
える～庄内の米育ち豚～」 

　講師　豚肉生産者「平田牧場」 
　主催　湘南生活クラブ生協、コモ
ンズなかぐん運営委員会 

　参加料　300円（資料・試食代と
して） 

　・　　加藤宅　☎(61)0335

消費者啓発事業 
「豚肉学習会」  

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 
▼
 

問 申 

　相続や遺言書などをテーマに専門

家による講演会を開催します。 

　とき　3月13日(土) 
　10:00～12:00 

　ところ　ひらつか市民活動センタ
ー 

　テーマ　「知っ得だけで大違い！
相続と遺言書との話」 

　講師　近藤伸一さん（税理士、行
政書士、ファイナンシャル・プラ

ンナー） 

　参加料　無料（申込制） 
　・　　平塚市市民情報・相談課　

消費生活担当　☎(20)5775

消費者啓発事業 
「暮らしの講座」  

▼
 

▼
 
▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

（
評
）大
磯
か
ら
二
宮
に
か
け
て
、
長
い
海
岸
線
に
は

白
い
波
が
レ
ー
ス
の
よ
う
に
打
ち
寄
せ
て
い
ま
す
。

晴
れ
た
日
に
は
、
伊
豆
大
島
の
青
い
影
が
、
は
る
か

沖
に
望
め
ま
す
。
そ
の
渚
に
寝
転
ん
で
波
の
響
き
を

聞
い
て
い
る
と
、
飽
き
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
。
同
じ
音
の
繰
り
返
し
な
の
に
。
お
そ
ら
く
繰
り

返
す
音
は
、
私
た
ち
に
安
心
を
も
た
ら
す
の
で
し
ょ

う
。
脈
の
音
が
一
回
一
回
違
っ
て
い
た
ら
、
ど
れ
だ

け
不
安
な
こ
と
か
。
作
者
は
自
分
の
心
に
向
き
合
っ

て
、
そ
の
こ
と
に
気
づ
い
た
よ
う
で
す
。
単
純
な
言

葉
遣
い
で
す
が
、
深
い
歌
で
す
。 

西
行
祭
選
者
　
柳
　
宣
宏 

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
経
済
課
　
☎
内
線
２
６
１ 

西
行
祭
献
詠
短
歌
入
選
作
品 

小
・
中
学
生
の
部
　
渡
辺
　
銀
河 

海
の
音
　
ど
こ
で
聞
い
て
も 

　
　
同
じ
音
　
同
じ
音
だ
け
ど 

　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
が
い
い
の
だ 

　
 154154

今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 
今
月
の
短
歌 

～引越しをする際は精算が必要～ 
　引っ越しをする際は、転居日、お

客様番号（「上下水道使用量のお知ら

せ」などに記載されています。）など

を、お早めに下記までご連絡くださ

い。 

○県営水道お客さまコールセンター 
　☎0570-005959(ナビダイヤル) 
※ナビダイヤルを利用できない場合

☎0466(53)1011 
　なお、連絡がない場合は、転居後

も引き続き基本料金をお支払いいた

だくことになりますのでご注意くだ

さい。 

　　神奈川県企業庁平塚水道営業所 

　☎(22)2711

県営水道からのお知らせ 

問 

　神奈川県湘南地域県政総合センタ

ー労働課は、4月1日から下記の名

称に変わります。 

○新名称 

　かながわ労働センター湘南支所 
　　湘南地域県政総合センター労働

課　☎(22)9267

神奈川県からのお知らせ 

問 

広告 

0463(61)8875 大磯町東小磯 水を大切に!水を大切に!水を大切に!
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気象情報 

1月 

最高気温 19.1度　　最低気温 －1.3度　　平均気温 7.0度 
総雨量 11.5mm広報おおいそ　平成22年3月 

　不用品の登録やあっせんの受付 
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日は除きます） 
○不用品登録状況はホームページでも
ご覧いただけます。 

○交渉は当事者同士でお願いします。 
○連絡をいただいてもすでに取引が成
立している場合もありますのでご了
承ください。 

　　　町民課　☎内線２３７ 

ゆずります! ゆずってください! 

不用品登録情報 

問 

▼
 

教育委員会定例会 

　3月24日(水)　9時～ 

　役場本庁舎　4階第1会議室 

　　子ども育成課　☎内線328 

農業委員会総会 

　3月25日(木)　13時30分～ 

　国府支所2階　会議室 

　　農業委員会　☎内線358

会議開催のお知らせ 

問 

問 

１１日（木） 
１３時～１６時 

相　談　名 相　談　内　容　等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課 

人 権 相 談  憲法で保障されている人権への侵害に関する相談 

１６日（火） 
１３時～１５時３０分 

福祉センター 
「さざれ石」 

社会福祉協議会 
☎（６１）９３９０ 

平塚保健福祉事務所　☎（３２）０１３０ 

心 配 ご と 相 談  人間関係などの日常生活上のさまざまな悩み、相談 

毎週月曜日～金曜日 
（ただし、祝日は除きます） 

９時～正午/１３時～１６時３０分 

大磯町教育研究所　教育相談窓口 
（町立小磯幼稚園内）　☎（６０）３６７０ 電 話 教 育 相 談  

不登校・いじめ等　電話・来所相談 
対象…園児・児童・生徒と保護者 

こころの健康相談 
心の悩みや病気で困っている方やその家族を
対象に精神科医が相談を受けます。 
（引きこもりやアルコール等の相談も含む） 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町児童虐待相談ホットライン 
（子育て支援室内）　☎（６１）６２１０ 児 童 虐 待 相 談  児童虐待に関する相談 

毎週月曜日～金曜日（ただし、祝日は除きます） 
８時３０分～１７時１５分 

大磯町地域包括支援センター 
☎（６１）９９６６ 高齢者介護相談 高齢者の介護に関する相談 

１８日（木） 
１３時～１６時 行 政 相 談  行政や特殊法人に対する要望や苦情 

１１日（木）、１８日（木） 
１３時～１６時（予約制） 

2日（火） 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

8日（月）、１６日（火）、３０日（火） 
１３時３０分～１５時４５分（予約制） 

法 律 相 談  
相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日
常生活の中の法律的な問題 

認 知 症 相談 
（老人性痴呆疾患） 

認知症の治療や対応の仕方について精神
科医が相談を受けます。 

消 費 生 活 相 談  

物品、サービス等の契約に関する
トラブル、解約手続き、 
商品や訪問販売に関する 
苦情等 

福祉センター 
「さざれ石」 
※法律相談の予約は 
　毎月１日からです。 
（１日が土・日・祝日の場合
　は、翌日または翌々日） 

町民課 
☎（６１）４１００ 
内線２３７ 

相談の案内［3月］ 

平塚市消費生活センター 
☎（２１）７５３０　※無料の駐車場はありません。 

月～金　９時３０分～１６時 

月～金　９時３０分～１９時 
土日祝　９時３０分～１６時３０分 

（ただし、年末年始及び 
　施設管理上実施でき 
　ない日を除きます。） 

（ただし、祝日は除きます） 

ランニングマシン、ロデオボーイ、
ホームサウナ、つっぱり式水切り、
つっぱり式物干し、大型布団干し、
雛人形、折りたたみベッド 

電子ピアノ、子供用自転車、ＤＶＤ
レコーダー、自転車のタイヤとチュ
ーブ、ミシン、小型ミシン 

○ ゆずってください 

 

かながわ中央消費生活センター 
☎０４５（３１１）０９９９ 

○ ゆずります 　12年に一度のご開帳です。ガイ

ドボランティアの案内でどうぞ。 

　とき　4月4日(日)　小雨決行 
　集合場所・時間　大磯駅　9:30 
　コース　大磯駅から途中昼食をは
さみ、5つの霊場を巡る約4時間

のコースです。(関連記事p15) 

　定員　20人（事前申込） 
　参加費　500円（保険代、資料代
含む）　 

　持物　昼食 
　募集及び申込要領　氏名、住所、
電話番号を記入の上、往復はがき

またはFAXにて。3月25日（木）

必着。（応募者多数の場合抽選） 

　その他　コース内一部路線バス使
用、バス代(180円)がかかります。 

　・　　〒255-0003　大磯町大磯

960-3　はまひるがお内　 

　大磯ガイドボランティア協会 

　☎080(3429)2145
　9:00～17:00 

　 4月 3日(土)に「満
開の桜の下・虎女ゆ
かりの地めぐり」を
企画しています。お
楽しみに。 

寅薬師霊場めぐり 

▼
 

▼
 ▼
 ▼
 

▼
 ▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

　4月の東海大学観光学部設置に先

駆け、大学周辺に位置する丹沢湘南

地域における観光交流や魅力ある地

域作りを考えます。 

　とき　3月30日(火)　14:20～
17:15(14:00受付開始) 

※17:40～19:30は交流会を予定。 

　ところ　東海大学湘南キャンパス
　松前記念館 

　テーマ　「住み心地良さと観光魅
力の両立」 

　基調講演　「まちの魅力の創造と
持続－なぜ小布施は魅力的であり

続けるのか」 

　講演者　市村次夫(㈱小布施堂・㈱
枡一市村酒造場　代表取締役社長) 

　費用　無料(交流会含む) 
　申込方法・期限　氏名、連絡先及
び交流会への出欠を明記のうえ、

FAXまたはメールにて3月28日

(日)まで。 

　・　　東海大学湘南キャンパス観

光学部設置準備室　☎(58)1211 
　内線3951　FAX(50)2393 

　MAIL: ym095431@tsc. 

　　　　u-tokai.ac.jp   

　　観光推進室　☎内線248 
 

第3回  
丹沢湘南観光交流フォーラム 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

問 申 

問 



町の人口と世帯 
5月1日現在 

撮影者 
①　 高田さん(広報カメラマン) 
②⑤ 杉崎さん(広報カメラマン) 
③　 太田さん(広報カメラマン) 
④　 上田さん(広報カメラマン) 
⑥　 奥野さん(広報カメラマン) 
 

②快晴の中38チームが参加 
　した大磯一周駅伝大会 
　（1/17） 

⑤みんなで飾りつけ（1/15） ⑥だんごを食べて風邪をひかない 
　（1/16） 

④春の訪れが着々と（地福寺の梅） 
　（2/3） 

③子どもたちの元気な 
　声が聞えてくる 
　高来神社節分祭（2/3） 

①活発な討論が行われた 
　県民討論交流集会 
　（2/13） 

大
磯
の
左
義
長 

人口 32,725（－60）　男 15,937（－29）　女 16,788（－31） 
世帯 12,441（－10）　（　）は前月比 

町の人口と世帯 
2月１日現在 広報おおいそ　平成22年3月 24

広
報
お
お
い
そ
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　　スポーツ健康課　☎内線310問 

わかめの旬は春！3～5月が一番おいしい時期です。 

わかめのぬめりはアルギン酸という食物繊維の一種で、便秘解消 

にも効果がある!?旬のわかめの食感を楽しんでください♪ 

材 料（4人分） 

きゅうり　　2本 

わかめ　　　数本 

　　酢　　　大さじ3 

Ａ　砂糖　　大さじ１ 

　　だし　　大さじ１ 

レモンの皮（薄切り）少々 

作り方 

① きゅうりは薄切りにし、塩水(分量外)につけ、しんなりしたら 

　 しっかり絞る。 

② わかめは戻して水気をきる。 

③ ②のわかめをまきすの上に長いまま並べる。 

④ ③の上にきゅうりを均等にのせ、くるくる巻く。 

⑤ まきすのまま、冷蔵庫で落ち着かせてから、切り分ける。 

⑥ Ａを混ぜたタレをかけ、彩りにレモンの皮を飾る。　 

 

 

 

Vol.4

写真・レシピ提供／大磯町食生活改善推進団体 

　大好きなお姉ちゃんがカメラを向け
るといつもにっこりＳＭＩＬＥになり
ます!! 
 

※このコーナーに登場してくれるお子

さんを募集しています。 

◎問い合わせ　政策課　☎内線207

豊田　凌くん　 

平成20年４月27日生 

とよ　た　　りょう 

昭則さん、江美さんの長男 


